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GIGAスクール構想。 

１人１台端末と高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備することで、特別な支援

を必要とする子供を含め、多様な子供たちを誰一人取り残すことなく、公正に個別最適化

され、資質・能力が一層確実に育成できる教育環境を実現するという、文部科学省の施策

である。この施策は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大以前から進められていたわけ

だが、感染拡大防止対策などを踏まえ、構想実現に向けた動きが急加速した。 

各学校においては、「環境整備」から「活用促進」のフェーズに移行したと言ってよい

だろう。教師には、１人１台端末は令和の学びの「スタンダード」であり、子供がICT端

末を「文房具」として自由な発想で活用できるようにするという意識をもつことが求めら

れている。 

実際の理科の授業において、どのような活用方法があるのかを考え出すと、様々なアイ

ディアが浮かんでくるのではないだろうか。「実験の様子を動画で撮影し、実験後に再生

することで、事実を基にした考察をする」「学びの履歴を蓄積して振り返ることで、自分

の変容を自覚する」「問題解決の活動を通して得た知識を日常生活で出合う自然の事物・

現象に当てはめて、理解を深める」など。ICT端末を家庭に持ち帰ることができれば、学

校での学びと家庭での学びの往還が生まれ、子供の学びの質は深まっていく。 

このように、ICT端末は便利な文房具である。しかし、便利であるが故に、教師は、そ

の活用の仕方が子供の資質・能力の育成につながっているのかを、立ち止まって考えるこ

とが必要である。 

小学校理科では、従来、子供の問題解決の活動を重視している。しかし、ICT端末を手

に入れた子供たちは、理科の授業において、心の中で次のように呟いているかもしれない。 

「ICT端末で調べれば分かるよ」と。 

自分の諸感覚を通して、何度も対象に働き掛けて問題を解決していくことの意義や価値

を、教師のみならず、子供自身も理解していることが極めて重要であると思う。真の子供

の問題解決の実現が、持続可能な社会の創り手を育てることになると考える。 
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千葉県環境学習等行動計画の策定 
  ～ちばの未来を創る「行動する人づくり」～ 

 

千葉県環境生活部循環型社会推進課 主査  藤 田
ふ じ た

 晴 樹
は る き

 

 

１ はじめに 

県では、平成19年に改定した「千葉県環境学

習基本方針」に基づき、環境学習等の推進に取

り組んできたが、改定から10年以上が経過し、

環境学習等を取り巻く状況が大きく変化してき

たことから、環境問題を「自分ごと」として捉

え、問題解決に向けて行動する人づくりを一層

進めるため、令和３年３月、新たに「千葉県環

境学習等行動計画」（計画期間：令和12年度まで）

を策定したので、その概要を紹介する。 

 

２ 計画策定の背景 

千葉県環境学習基本方針の改定から10年以上

が経過し、この間、環境学習等に関する法改正

や、SDGs を含む「持続可能な開発のための2030

アジェンダ」の採択など、環境学習等を取り巻

く状況が大きく変化してきた。 

 

・環境教育等促進法の成立(平成23年） 

協働の重要性を提示（法の目的に協働取組の

推進を追加） 

・SDGs の採択(平成27年） 

環境・経済・社会の統合的向上を実現するた

めの国際社会全体の目標 

・環境教育等促進法基本方針の変更(平成30年） 

体験活動の意義の捉え直し(体験活動の促進） 

・第三次千葉県環境基本計画の策定(平成31年） 

SDGs の考え方を活用（環境・経済・社会的

課題の同時解決を目指す） 

 

また、現代の環境問題は、経済・社会の諸問

題とも密接に関連し、複雑化しており、環境学

習等も時代の変化に応じた見直しが必要となっ

てきた。 

 

・人口減少・少子高齢化（地域の活力低下によ

る環境保全活動への影響） 

・近年頻発する気象災害（気候変動による災害

リスク増大） 

・新型コロナウイルス感染症の拡大（経済活動

と環境保全の両立） 

 

 

３ 環境学習等の課題 

県政に関する世論調査の結果からは、「日常生

活の中で環境に配慮して行動している」と答え

た人が約８割の高い水準で推移している一方で、

実際に「環境保全活動に参加したことがある」

人は２割台半ばと低い水準で推移している状況

が見受けられた。 

また、計画策定に当たり実施した環境学習等

に携わる各主体（県民・NPO 等、学校、事業者、

市町村）との意見交換会では、「これからの環境

学習等を担う人材育成が重要であること」、「各

主体間の連携・協働を更に進めていく必要があ

ること」といった点が共通認識として挙げられ

た。 

以上を踏まえ、環境学習等に関する課題を、

以下のとおり整理した。 

 

・環境への意識は高まってきている一方、環境

保全活動への参加等、具体的な「行動」まで

には結びついていない 

 

・環境問題を「自分ごと」として捉え、他者と

協働しながら、問題解決に向けて行動するこ

とが重要 

 

〈特集〉 「持続可能な社会の創り手を育てる」 
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図１ 環境学習等の課題 

 

４ 計画の目指す方向 

(1) 基本目標 

以上の課題を踏まえ、持続可能な社会の構築

に向けて、多様な主体と連携・協働し、具体的

に行動していくことができる人づくりを一層進

めるため、本計画の基本目標を以下のとおり設

定した。 

 

ちばの未来を創る「行動する人づくり」 

～みんなでつくる持続可能な千葉～ 

 

(2) 推進に当たっての視点 

基本目標の達成に向けて、次の４つの視点に

立って、環境学習等の推進を図ることとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 推進に当たっての視点 

 

５ 推進施策 

持続可能な社会の構築に向けて、あらゆる主

体が環境問題を自らの問題として捉え、理解す

るだけにとどまらず、具体的な行動につながっ

ていくよう、６つの施策の柱を設定した。 

SDGs の視点や体験活動の手法を取り入れな

がら、次代を担う若手人材の育成や、幅広い世

代への学習機会の提供などの施策を展開し、こ

れらを、県民・NPO・学校・事業者等、多様な

主体との連携・協働により進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 推進施策体系図 

 

６ おわりに 

新しい学習指導要領では、「持続可能な社会の

創り手」に必要な資質・能力を育成することが

掲げられ、ESD（持続可能な開発のための教育）

の視点により、教科等横断的に学習を進めるこ

とが求められており、学校教育の中でも、環境

学習等の重要性は高まっている。 

今後、環境学習等を一層推進していく上では、

学校はもちろん、県民、NPO 等、事業者、市町

村など多様な主体との連携・協働が重要である

ことから、学校関係者の皆様とも意見交換しな

がら効果的な施策を展開していきたいと考えて

いるので、御協力をお願いしたい。 
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探究が生み出す持続可能性への挑戦 
 

 

千葉県立長生高等学校 教諭  梶 原
かじわら

 昌 朗
まさあき

 

 

１ はじめに 

本校は、今年度、新たに文部科学省からスー

パーサイエンスハイスクール（SSH）の指定を

受け、第３期 SSH をスタートした。本校は、SSH

の科学技術人材育成の取組の中に、様々な環境

教育講座を開設している。SDGｓの17のゴールな

ど複雑化・困難化する社会問題を「学ぶ」から

「解決する」人材を育てるべく、探究活動を軸

にした生徒主体の講座に取り組んでいる。 

 

２ 令和元年度の取組 

東邦大学理学部と連携し、野生化したアライ

グマの問題を考える講座を実施した。この講座

で、生徒は野生生物のモニタリングが研究の基

本であることを学び、一人の生徒が「夜行性の

アライグマを観察するために、自分たちで赤外

線カメラを用いた観察機器を開発したい」と発

言した。この生徒を中心に合計20名のサイエン

ス部の生徒が参加し、観察機器の開発とその運

用を行うプロジェクトが立ち上がり、IoT を活

用した野生生物のモニタリング調査に発展した。 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 野生生物観察機器開発の様子 

(左)捕獲ワナのアイデアスケッチ 

(右)観察機器開発の様子 
 

また、千葉県生物多様性センターから譲り受

けたカミツキガメの処分個体を解剖し、消化器

官の内容物を調べて、その食性を明らかにする

講座を実施した。この講座は、県内 SSH 指定校

で構成する SSH コンソーシアム千葉と連携し、

本校だけでなく、県立船橋、県立柏、佐倉、木

更津の５校の生徒が集まり、外来生物について

話し合う講座に発展した。 

 

３ 令和２年度の取組 

生徒の「マイクロプラスチックとは何か」「九

十九里浜にマイクロプラスチックは存在するの

か」という疑問から、マイクロプラスチックに

関する講座を開設した。 

まず、日本食品容器プラスチック工業会から

専門家を招き、プラスチックの有用性とリサイ

クルの状況について学んだ。この基礎知識を踏

まえて、九十九里浜（長生村一松海岸）で海水

をろ過し、マイクロプラスチックを測定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ マイクロプラスチック測定の様子 

(左上)ろ過の様子 （右上）測定の様子 

(左下)プラスチックゴミの分類・分析 

(右下)測定時の顕微鏡視野 
 

コロナ禍の影響で実施した調査は当初の予定

より少なかったものの、レジ袋有料化の法制度

に先駆けて、生徒たち自身がプラスチックを減

らす方策を考えるなど、社会の動きを先取りす

〈特集〉 「持続可能な社会の創り手を育てる」 
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る議論を展開できた。 

 

４ 令和３年度の取組 

サイエンス部の生徒は、継続的に本校近くの

茂原公園弁天湖でカメの捕獲調査を実施してい

る。生徒は、ミシシッピアカミミガメなど外来

種が池を占有している状況を調査するとともに、

カメの卵を捕食するカラスやアライグマの存在

にも興味を広げている。また、この調査活動中

に地域住民からカメの種類や生態について質問

されることも多く、生徒は自分たちの研究成果

を地域住民に伝える必要性を感じていた。そこ

で、今年度は、生徒のこれまでの研究成果を地

域に還元する講座を実施した。 

「茂原公園のカメについて学ぼう」と題して、

生徒が茂原市内の小学生とその保護者に、弁天

湖でカメに触れながら、カメの見分け方や生態、

外来種の状況などを説明する取組を実施した。

コロナ禍で限られた回数しか開催できなかった

が、合計120名以上の地域住民と身近な環境問題

を共有し、理解を図ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図３「茂原公園のカメについて学ぼう」の様子 

説明、カメとのふれあい体験はすべて 

生徒のアイデア、準備で実施された。 

 

５ 生徒の主体性を高める教員の支援 

(1) スタートアップ ～小さな声を聞き取る～ 

本校は、理数科は「課題研究」、普通科は「総

合的な探究の時間」の授業で、全ての生徒が課

題研究に取り組んでいる。この課題研究の指導

を基盤として、全ての教員が担当教科・科目の

中で探究的な学びに取り組んでいる。 

探究的な活動においては、生徒の興味や身近

な問題への接続が、生徒の主体性を高める要素

となる。高校生ならではの視点や自由な着想を

生かし、すくい上げ、探究テーマへ昇華させる

ことが教員の役割だと考えている。そして、環

境問題など答えのない社会課題の解決に向けて、

教員がどれだけ学校の外部に生徒の着想を接続

できるか、また、それを教育活動につなげられ

るか、つまり教員のマネジメント力がカギにな

ると考えている。 

(2) マネジメント ～道のりを共有する～ 

生徒の探究的な活動を継続させることも大切

である。生徒が主体的に取り組んでいても「い

つまでに」「どこまで」を共に考え、生徒と情報

共有を怠ってはならない。今年度、学習支援ソ

フトなどのオンラインツールを活用することで、

生徒との情報共有がスムーズになった。また、

活動経費を確保するため、外部助成金の申請も

必要である。本校は、令和元年度と２年度は千

葉県環境生活部循環型社会推進課、３年度は東

京動物園協会の支援を受けて取り組んだ。 

(3) ゴール設定 ～前向きに発表させる～ 

本校は成果発表を探究的な活動のゴールに設

定している。エコメッセちば、全国野生生物保

護活動発表大会、全国ユース環境活動発表大会

など、様々な機会を活用して、生徒が成果発表

を行っている。成果発表の指導は、技術的な部

分だけでなく、生徒を褒めながらゴールに向け

て伴走することが肝要だと考えている。 

 

６ おわりに 

生徒が主体的に探究的な活動に取り組むこと

で、学習効果を大きく高めることができる。教

員主導でテーマ設定すると、生徒を指導する教

員の負担が増加するとともに、活動自体の持続

可能性も低減する。あくまで、生徒の主体的な

探究を、地域や世界へつなぐことが教員の役割

だと考えている。 

 

７ 謝辞 

本活動は千葉県環境教育モデル校事業、東京

動物園協会野生生物保全基金の助成を受けたも

のである。 
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ＳＤＧｓの学習をベースとした持続可能な社会の創り手の育成 
 

 

成田市立玉造中学校 主幹教諭  伊 東
い と う

 由
ゆ

 美
み

 

 

１ はじめに 

 本校は千葉県公立中学校唯一のユネスコスク

ールである。そのためボランティア活動の一環

としての古着の回収・寄付やペットボトルキャ

ップの回収などリサイクル・リユース等の考え

方が全校生徒に日常生活の中で受け入れられて

いる。また、昨年度からＳＤＧｓについて総合

的な学習の時間で扱い、生徒会本部から活動の

根拠として17の目標を示して提案するなど、生

活の中にある程度ＳＤＧｓの考え方が浸透して

いる状況がある。 

 本校の生徒は、各教科で学んだ知識や技能が

断片的に積み重なり、それらの関係を意識化し

ている生徒が少ないという実態がある。そこで、

各教科で教科内の学年間の関連や、他教科との

関連を意識させる授業を行っている。ＳＤＧｓ

については、総合的な学習の時間の他に、技術・

家庭科、社会科、そして理科で教科の学習内容

と関連させて扱い、教科横断的な学習を目指し

ている。ここでは、ＳＤＧｓの学習のベースと

なる総合的な学習の時間の取組と、理科での実

践を紹介する。 

 

２ 総合的な学習の時間の取組 

 まずＳＤＧｓとは「持続可能な開発のための

目標」であることや「持続可能とは何か」につ

いて理解を促す。 

 １年生では、17の目標について各自が興味を

持った目標を調べ、個人新聞にまとめて発表す

る。２年生では、企業や社会団体がどのように

ＳＤＧｓの達成に向けて取り組んでいるかを調

べ、スライドにまとめて発表する。３年生では、

自分で何ができるかを考え段階を追って実践で

きるように計画する。生徒が調べた内容は廊下

掲示し、多くの生徒が自分が調べた以外の目標

について目にできるようにしている。このよう

に生活の中の随所にＳＤＧｓを意識させる環境

を作ることで、「持続可能な社会」について意識

化されるベースが育っていくと考える。 

 

３ 理科での実践 

(1) ３年生「運動とエネルギー」 

 本単元では、いろいろなエネルギーについて

扱い、エネルギー変換効率についても学習する。

そこで、この単元のまとめとして「ガソリン車、

電気自動車、燃料電池車のどれを使う？」とい

うテーマで話合い活動を行った。まず表１のよ

うにそれぞれの自動車の特徴を示した。 

表１ ３種の自動車の特徴 

ガソリン車 

(ハイブリッド車 

含む) 

燃料：ガソリン(ＧＳで給油) 

車両価格：３種の中では最も安い 

排気ガスはＣＯ２他 

電気自動車 燃料：電気（大型施設や家で充電） 

車両価格：３種の中で２番目 

排気ガスなし 

燃料電池車 燃料：水素(水素スタンドで補給) 

車両価格：３種の中で最も高い 

排気ガスは水蒸気 
 

表２ ３種の自動車を選んだ人数 

 ガソリン 

車 

電気 

自動車 

燃料 

電池車 

①自分が選ぶのはど 

れか 
38名 46名 ０名 

②この先の社会での 

主流 
１名 55名 28名 

Ｎ＝84名 

  質問①近い将来、自分や家族が車を購入する

〈特集〉 「持続可能な社会の創り手を育てる」 
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際に３種の内のどれを選ぶか。質問②この先主

流になっていくのはどの車か。この２つについ

ての生徒の回答は表２のようになった。 

  質問①については、ガソリン車は有限の資源

である石油を使用し、二酸化炭素の排出もある

と言いながらも、ガソリンスタンドが全国どこ

にでも有り、他の２種と比べて安価で利便性が

良いことから選択する生徒も88名中38名いた。

燃料電池車については高価なことと、水素ステ

ーションが普及していないことが選ばれない理

由であり、水素ボンベの爆発の危険性をのべる

生徒もいた。図１の生徒のノートからわかるよ

うに、当事者意識を持ってメリットとデメリッ

トを考えて選択している様子が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 生徒のノート 

 質問②については、意見が対立した。水素は

作るのが簡単で手に入りやすく、排気ガスも水

蒸気で環境に優しい、そしてオリンピックでも

使用されたことから、燃料電池車がこれからの

主流になっていくと主張した生徒が28名。電気

自動車の方が爆発の危険性がなく安全で排気ガ

スも出ないので環境にも良い。電気自動車は家

でも充電でき、災害時には蓄電器として使用で

きることから選ぶ生徒が55名見られた。 

 燃料電池車派は、水素ステーションを既存の

ガソリンスタンドの場所に設ければ利便性があ

ることや科学技術の進歩で価格が抑えられ普及

しやすくなり、爆発への対策もとられていくこ

とを主張。電気自動車派に、電気は熱に変わり、

エネルギー変換効率が悪いこと、発電のために

資源が使われ、温室効果ガスが排出されること

を指摘した。それに対して、太陽光発電など再

生可能エネルギーを使って発電すれば問題ない

と反論。電気自動車に高性能の太陽光パネルを

取り付ける案も出てきた。生徒が学習したこと

を駆使して話し合っている姿が見られた。 

  話合いの最後には、「これからは再生可能エネ

ルギーの実用化を進め、地球温暖化を防ぎ、持

続可能な社会を作っていかなくてはならない」

という考えで一致した。 

(2) 夏休みの自由研究 

  本校では夏休みの自由研究を１・２年生は必

修課題、３年生は自由課題として、「研究論文」

「工夫工作」「標本」の３つから１つを選ばせて

いる。論文では身近な生活の中から疑問に思っ

たことを研究テーマにするとよいこと、工作で

は丈夫で使えるか、再利用できるかという視点

で作成することを伝える。計画書に個別にアド

バイスを朱書し、実験器具を貸し出し、相談日

を設けて研究を支援している。 

 今年度「段ボールコンポスト」を作成し、家

庭からの生ゴミの減少量と温度を測定した論文

には「人が作ったものを人が使って、それを勝

手に燃やして地球の気温をあげ、生物が生きに

くい環境を作っている。ＳＤＧｓの12番『つく

る責任つかう責任』にも関係しているのでどう

にかならないかと思い研究をした。」という動機

が記載されていた。また、身近な材料から入浴

剤を作る研究では「材料の重曹やクエン酸のた

めか洗剤を使わなくても浴槽がきれいになった

ので節水になる。日頃から節水を心がけること

も私にできる大切な行動だと思う。」とまとめて

いた。その他にもエネルギーや二酸化炭素の排

出削減といった視点で研究をすすめ、「持続可 

能」ということばを使っている論文も見られた。 

 

４ 終わりに 

  ＳＤＧｓの理念を具体化する課題を提示し、

自分自身の問題として考えさせたり、生活の中

から課題を見つけて解決したりする場面を設定

することで、学習したことと社会をつなげるこ

とができる。この積み重ねが生徒の思考や行動

を促し、持続可能な社会の創り手の育成につな

がっていくと考える。 
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「自ら学び、共に考え、進んで自然に働きかける」児童の育成 
  －自然を愛する心情を大切にし、 

「気付き、考え、実感する学習活動」を通して－ 
 

富里市立根木名小学校 教諭  下 川
しもかわ

 晃 二
こ う じ

 

 

１ はじめに 

  本校では、学校教育目標の具現化を図るため

に、確かな知識や技能を習得させ、児童の主体

性を教師が積極的に引き出す支援や指導を行う

ことを目指し、生活科、理科の研究を進めてき

た。令和元年度に行った、全国小中学校環境教

育研究大会（千葉大会）では、これまでの教科

指導を基本とした上で、環境教育の実践に取り

組み、地域の恵まれた自然と関わる活動を計画 

的に取り入れることで、身

の回りの自然（図１）に気

付かせ、関わり方を考えさ

せることで、自然のよさを

実感させることができた。

このような実践を通して、

自然を愛する心情が深まり、

環境保全のための意味のあ

る働きかけができるたくま

しい児童が育ってきた。 

 

２ 本校における環境教育のねらい 

 環境教育指導資料の中で、小学校における環

境教育は、児童一人一人が自分自身の周囲の

様々な環境と関わりをもったり、具体的な体験

をしたりするところから始まるとしている。ま

た、児童がこのような関わりをよりどころとし

て、感動したり驚いたりしながら、疑問をもち

考えを深めていくための基礎を培うことが大切

であるとしている。 

 そこで、本校では、これまでの生活科・理科

の学習の中に、環境教育の視点を取り入れ、地

域の恵まれた自然を生かした授業を進めていく

こととした。身の回りの動植物とたっぷり触れ

合ったり、自然について考えたりしながら学ん

だことを生かして、身の回りに起こっている事

象に働きかける活動を工夫することで、自然を

守っていくための課題を見いだし、問題解決の

ために取り組んでいく活動とした。また、「根木

名の自然」を中心とした、児童にとって身近な

課題に取り組むことで、必要感を高め、主体的

な話し合いに発展すると考えた。 

 この学習を通して、「根木名」という故郷を「お

らがまち」として大切にしていける郷土愛にあ

ふれる児童の育成に努めていった。 

 ここで培った力が、将来、身の回りの自然へ

の働きかけから発展し、持続可能な社会の構築

へ向けて、よりよい環境を創造する実践力につ

ながっていくことを期待し、本校の環境教育を

進めていくこととした。 

 

３ 本校で重視する「環境をとらえる視点」 

 環境教育に関わる内容は、多岐にわたってい

るため、内容を精査し焦点化して指導していく

ことが大切である。児童の実態と地域の特色か

ら、特に重視する「環境をとらえる視点」を『多

様性』『生命尊重』『保全』の３点に定め、指導

していくこととした。 

『多様性』：生物の姿や生活様式には、様々な 

違いがある。たくさんの生物と関わることを通

して、事物や現象を多面的に見たり考えたりす

ると共に、生物の多様性を尊重することが大切

である。 

『生命尊重』：身近な動植物と直接触れ合うこ 

とを通して、動植物がもつ生命のすばらしさを

実感し、生命を慈しむ態度を育てることが大切

である。 

『保全』：身近な自然について調べる中で、自 

然が、人間を含むその周辺の環境と関わって存

〈特集〉 「持続可能な社会の創り手を育てる」 

図１ 根木名の森 

にいる昆虫 
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在していることを捉え、それぞれが調和して生

きていく方法を考えていくことが大切である。

特に、低学年では、主に様々な直接体験を通し、

身近な自然のよさを実感する場面を大切に扱い、

保全の基礎を養う。そして、発達段階に応じて、

徐々に、身近な自然を守るために自分にできる

ことを考える場面を重視することで、保全の行

動化につなげる。 

 

４ 授業実践 

 ＜３年 動物のすみかを調べよう＞ 

 根木名小学校の周辺に生息する昆虫の特徴や

すみかについて、調べたことを発表し合うこと 

で、生き物によって

特徴やすみかに違い

があるということに

気付けることが大切

である。そこで、生

き物マップ（図２） 

を活用し、昆虫を捕   図２ 生き物マップ 

った場所の周辺の様子からすみかになっている

理由を話し合った。 

  一番身近にある自

然に生息する生き物

を取り扱うことで、

関心をもって学習

（図３）に取り組む 

ことができた。繰り  図３ 調べ学習の様子 

返し昆虫採集や観察をしてきたことで、自然と

昆虫のすみかの目星をつけることができた。 

 生き物マップを、児童の書き込みやすい位置

に掲示し、定期的に確認を行うことで、「もっと

たくさん見つけたい」という気持ちが芽生えた。

また、見つけた昆虫をよく観察し、「バッタ」で

はなく「ショウリョウバッタ」など、正確な名

前を調べて書き込むようになり、遊び感覚で知

識が身に付いていった。 

 

  ＜５年 流れる水のはたらき＞ 

 川の全体や様々な様子を見て、流れる水のは

たらきと、それらが川の周辺環境に与える影響

について考えさせることで、流れる水と自分た

ちの生活がどのように関わり続けていくか気付

かせることが大切である。そこで、台風のニュ

ース映像を視聴し、その時の様子を話し合った。 

その後、学校のそば

を流れる根木名川の

写真を２枚提示し、

その違いや疑問をグ

ループで話し合い、 

付箋を貼っていった。 

晴天が続いた川  図４ 根木名川の写真 

（図４左）と大雨が降った直後の川（図４右）

の様子を写真に撮って拡大したことにより、身

近な川が雨が降ると大きく様子が変わることが

よくわかった。特に、土や草がなぎ倒されたり、

水が濁っていたりすることが、児童の口から自

然と出てきた。 

 流れる水のはたら

きや、治水について

実際に根木名川に入

って（図５）調べた 

ことにより、水の浸 

食作用を間近で見る  図５ 川の中での活動 

ことができたり、運搬のはたらきによって体が

流されそうになったりと、体験を通して学ぶこ

とができた。 

 

５ おわりに 

  研究を通し、個人差はあるものの、すべての

児童が自然環境への意識を向上させたという確

かな手応えを感じた。その上、故郷の自然を守

るために自分にできることを見つけ、行動しよ

うとする児童も増えた。「根木名の自然」を「自

慢できる宝」と捉え、故郷の自然を積極的に守

っていこうとする児童が増加したことが研究の

成果と言える。 

 

※主な参考・引用文献 

・文部科学省(2018) 「小学校学習指導要領 

（平成29年公示）解説理科編」 東洋館出版社 

・国立教育政策研究所教育課程研究センター

（2014）環境教育指導資料（幼稚園・小学校 

編）東洋館出版社 
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地域と繋がる生徒、学校を目指す取組 
 ～さくら分校メンテナンスサービスコースの実践を通して～ 

 

千葉県立印旛特別支援学校さくら分校 教諭  鈴 木
す ず き

 啓 太
け い た

 

 

１ はじめに 

 千葉県立印旛特別支援学校さくら分校（以下、

さくら分校）は、今年度開設10周年を迎える知

的障害を有する高等部生徒の通う特別支援学校

であり、千葉県立佐倉南高等学校（以下、佐倉

南高）内に併設されている。その中でさくら分

校は、学校生活の中で働く力を身に付け、一般

企業への障害者雇用を目指している。 

 さくら分校では、コース実習と呼ばれる作業

学習を週11時間設定し、様々な活動に取り組ん

でいる。農業や花栽培に取り組む農園芸コース、

革製品の製作、販売を行うクリエーションコー

ス、パンや焼き菓子の製造、販売を行うフード

デザインコース、施設清掃や環境整備等に取り

組むメンテナンスサービスコースの４つのコー

スがあり、生徒は、４つのコースの中から３つ

のコースを３年間で経験する。このコース実習

を通して、将来社会に出て働くために必要な力

を身に付けている。 

 特別支援学校高等部学習指導要領前文には、

「一人一人の生徒が、･･･多様な人々と協働しな

がら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生

を切り拓き、持続可能な社会の創り手となるよ

うに･･･」とある。ＳＤＧｓの中の「住み続けら

れるまち作り」をテーマに、さくら分校でも販

売活動や地域清掃等を通して、佐倉市にある学

校として、「地域と繋がる生徒・学校」づくりを

していかなければならない。今回は、その中で

もメンテナンスサービスコースの取組について

紹介する。 

 

２ メンテナンスサービスコースの取組 

 さくら分校のメンテナンスコースは、１～３

年生までの13人と３人の教師で活動を行ってい

る。どの生徒も初めて所属するが、１年間の活

動を通して、清掃の基本的技術や将来社会に出

るために必要な力を身に付けている。その中で

も佐倉市にある学校ということで、地域での活

動も大事にしている。 

(1) JR 佐倉駅前ロータリーの環境整備活動 

 月に一度、佐倉駅前ロータリーの花壇の整備

や除草作業を行っている。さくら分校の生徒が

季節の終えた草花を抜く、除草作業等の花壇の

整備をしている。活動時は、商店街のお店の方

と交流しながら取り組んでいる。回数を重ねて

慣れてくると、コミュニケーションを取りなが

ら作業する姿も見られるようになってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 駅前の環境整備活動の様子 

 

(2) 近隣施設の清掃活動や交流 

 学校近隣の施設に出向き、清掃活動を行って

いる。児童センターや老人ホームの施設清掃だ

が、先方から依頼された箇所の清掃を行ってい

る。時期によっては、清掃だけでなく、除草作

業や枯れ葉拾い等様々な作業を行わせていただ

いている。また、ここ数年は、新型コロナウイ

ルス感染症の影響で実施できていないが、年２

〈特集〉 「持続可能な社会の創り手を育てる」 
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回ほど近隣の小学校に出向き清掃を通して交流

を図っている。小学校５、６年生の児童に窓や

トイレの清掃の仕方をレクチャーしながら、一

緒に取り組んでいる。 

 

３ 活動を通して 

(1) 地域の方との交流を通して 

 清掃を通して、地域の方と交流を図ることが

できた。佐倉駅前の環境整備活動では、商店街

のみなさんと関わりながら活動に取り組んだ。

最初は、交流が図れず黙々と作業に取り組むこ

とが多かった。しかし、回数を重ねる毎に、地

域の方から話しかけてもらう機会や自分から自

然とあいさつする場面が増えてきた。さらに慣

れてくると、自分達から声をかけて、教えても

らいながら活動ができるようにもなってきた

（図１）。一方、地域の方も生徒のことを理解し、

積極的に交流を図ってくださるようになってき

た。中には佐倉南高を卒業した方もいて、当時

のさくら分校と佐倉南高との関わりを聞くこと

ができ、「地域と繋がる生徒・学校」が少しずつ

できてきたように感じる。生徒も、商店街の方々

と関わることが緊張から楽しみにかわり、この

活動にやりがいを感じている生徒も多くなって

きている。 

(2) 授業で学んだことを実際の現場へ 

 授業で学び、身に付けた清掃技術が、地域の

施設清掃で役に立つことがわかり、生徒の活動

意欲へと繋がっている。例えば、窓清掃では、

校舎内で行っている窓清掃よりも広範囲、高い

窓を清掃するにあたって、普段使用している高

窓清掃用道具を思う存分使って清掃できること

に楽しさを感じている。清掃用の液剤の希釈率

や用途を自分達で考えながら、状況に応じて道

具の選択をして清掃に取り組んでいる。児童セ

ンター（図２）での清掃の際には、センターを

利用する方々に声をかけていただき、生徒が清

掃について説明する場面が見られた。積極的に

声をかけていただいたことで、生徒も、自分達

が地域に貢献していることや、地域と繋がり自

分達の活動が認知されていることを知る機会と

なった。さくら分校から歩いて施設清掃に向か

うが、最初は歩いて向かうことが嫌で、マイナ

スな発言が多かった。しかし前述のように、地

域との繋がりが実感できるようになってくると、

もっと施設を綺麗にしたい、関わりをもっと大

切にしたいという思いも芽生え、「午前中だけで

なく、１日通して活動したい」「次の施設清掃は

いつですか」などプラスの発言も出てくるよう

になってきた。また、これまでの活動を通して、

今まで受けていなかった施設や業者からの清掃

や事務作業の依頼が増えてきた。目に見える活

動の様子だけでなく、このような依頼が増えた

ことからも地域と学校、生徒の活動が繋がり「住

み続けられるまち作り」の一端を担うことがで

きていると実感している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 児童センターでの窓清掃の様子 

 

４ 終わりに 

 さくら分校は、佐倉南高内に併設された学校

であり、「共生社会」を体現した環境を持つ学校

である。地域での活動だけでなく、お互いの行

事や活動をともにすることこそ、「住み続けら 

れるまち作り」の一つになると考える。特別支

援学校の役割、さくら分校、そして生徒が地域

と繋がる活動の充実をこれからも図っていきた

い。 

 

文献 

(1) 文部科学省「特別支援学校高等部学習指導

要領」33頁 
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イノベーションによる SDGs への貢献を教育題材に 
 ～製品のライフサイクルを通じた社会課題解決の視点から～ 

 

積水化学工業株式会社     み う ら ひ と み 

ＥＳＧ経営推進部 担当部長  三 浦 仁 美 

 

１ はじめに 

積水化学グループは、住インフラやケミカル

ソリューションを提供する製品を社会に普及さ

せることで、LIFE の基盤を支え、“未来につづ

く安心”の価値を創造し、届ける企業でありた

いと考えている。経営ビジョン「Vision2030」

においては、2030年には事業を通じてサステナ

ブルな社会の実現と社会課題解決を通じた企業

成長を目指すと明言している。 

 このような社会課題解決に対して貢献度が高

い製品をサステナビリテイ貢献製品として、社

内一定基準のもとで登録し、その拡大を社会に

コミットしている。この制度が、当社の製品・

サービスを支える社会課題解決のイノベーショ

ンの後押しとなっている。「ものづくり」におけ

る社会課題解決への貢献と「お客様」が製品を

使う段階での貢献を拡大するための制度である。

（図１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ものづくりでの貢献と 

お客様の使用段階での貢献 

 

この制度を通じて製品のライフサイクルでの

社会課題解決の重要さを従業員に教育している。

そして、こういった考え方や製品を通じた社会

課題解決の重要性を次世代に伝えることがサス

テナブルな社会を実現することにつながると考

え、次世代教育に力を入れている。 

 

２ 製品を通じた SDGs 解決を題材に 

 当社では、2017年まで５年に１回創業記念行

事“世界こどもエコサミット”を開催してきた。

グローバルで挙手のあった従業員のご子息を集

め、工場や森林などでの現場見学や体験を通じ

て環境課題について考えてもらい、得られた気

づきから会社に対して提言をしてもらう機会を

もってきた。2017年度には、グローバルでの教

育環境の違いから、環境課題やその解決に関す

る知識や情報に格差があることに問題意識をも

って、グローバルで差異無く環境課題が学べる

教材をつくってほしい、との提言があった。 

 どんな教材を提供するかについては、グロー

バルでの教育事情の調査や教育事情に詳しい教

科書メーカーとの連携などを通して、次の２つ

の背景から、環境課題を含む SDGs を学ぶ電子

サイト“EduTown-SDGs”および配信教材の作

成にいたった。 

背景１：国連提唱の SDGs はグローバル共通課

題として学習しやすく、かつ国内の教育方針に

もりこまれるとの見込み 

背景２：途上国でも教育現場でのネット環境整

備が加速しており、国内でも学校現場での電子

教材の積極活用が進められている状況 

 配信する電子教材においては、ものづくりに

おけるさまざまな立場から製品に携わる従業員

が自らどのような活動や工夫、イノベーション

で SDGs に貢献しているかを語る動画や、製品

による SDGs 解決の手法や貢献の内容を学習で

〈特集〉 「持続可能な社会の創り手を育てる」 
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きるカードなどを準備した（図２）。 

 現在、この電子サイトは、企業アライアンス

として間口を広げており、さまざまな企業連携

によって充実した教材配信ができるよう育って

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ EduTown－SDGs サイト配信のカード教材 

 

３ 製品のライフサイクルを考えるワーク 

 製品の一生、ライフサイクルとは、原料から

生産、運搬、施工、使用、廃棄といったプロセ

スすべてを指している。現在、どのプロセスを

担っている企業も、自社の直接担うプロセスだ

けでなく、つながっているプロセス、サプライ

チェーンまでが社会課題に配慮しているかどう

かが問われている。当社は、ライフサイクルに

おいても配慮を越えた積極的な課題解決に向け

た貢献が重要と考えている。この貢献を後押し

するのが科学の力を活用したイノベーションで

ある。 

 そこで、製品を通じたライフサイクルにおい

て SDGs 貢献を考えるワークショップをイベン

トや依頼授業などを通じて対象層ごとに実施し

てきた。 

 このワークショップでは、まず社会課題を解

決する“あったらいいな”と考える製品を想定

する。その製品のライフサイクルにおいて、プ

ロセス毎にどんな社会課題解決への貢献ができ

るのかを参加した一人ひとりが考え、グループ

で話し合う。自由な発想で考えることで、課題

同士のつながりに対する気づきや、解決する手

法としてどのような技術があるのか知りたい、

との興味を促す内容となっている。 

実際に、ワークショップの中では、端末を活用

して解決可能な技術を調べるアクションや、こ

の技術とこの技術を組み合わせるともっとよい

技術が生まれのではないか、との発想の広がり

も多く見られる。 

 教育対象は弊社の従業員を含む社会人から大

学生、高校生、中学生と対象はさまざまである

が、社会課題をなんとかしたい、と考えると自

ずとさまざまな手法、特に科学技術を知ること

が重要であることがわかり、興味がでてくるよ

うである。 

 科学に対しての興味を誘発することも当社が

できることの一つと考えている。 

 

４ 今後の次世代教育 

 当社としては、「化学教室」や「住まいと学習」

といった出張授業による次世代教育のプログラ

ムを展開してきた。対面授業での生の実験や住

宅模型を通じた学校現場での授業では、講師を

務める従業員自身も「教える」ことによって自

分たちが関わる製品技術への誇りやこれからの

イノベーションに対する期待などさまざまな意

義を実感している。 

 一方で、この２年間、コロナ禍によって対面

での授業や教育に関する活動が制限されてきた。

あらためて、さまざまな状況にも対応できるよ

う、オンラインで実施できる授業プログラムに

ついても、先述の SDGs 貢献を考える教材や製

品ライフサイクルを考えるワークでの経験を活

かして現在検討中である。 

 ゼロからは何も生まれないが、見る、知る、

感じることで得た知識や経験が科学を勉強した

いという意識、イノベーションの基盤につなが

る。当社のメーカーとしての知識や経験が科学

を学習する意欲向上につながり、将来のイノベ

ーションの創発につながるよう、未来を担う次

世代の力の育成を後押ししていきたい。 

 サステナブルな社会の実現に向け、LIFE の基

盤を支える“未来につづく安心”のバトンを次

世代に継ぐこと、これが積水化学グループの使

命である。 
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科学が好きな子どもを育てる「原点とは何か？」 
～本当に理科が好きな子どもを目指して～ 

 

旭市立干潟中学校 教諭  神 原
かんばら

 真 人
ま な と

 

 

１ はじめに 

 本校では、３年連続でソニー子ども科学教育

プログラムの論文を執筆し、2018年度に奨励校、

2019年度に優秀校、2020年度には、最優秀校を

受賞し、３年間で自然科学に関する教育研究を

向上させてきた。そして、2021年11月14日（日）

には、オンラインにより、子ども科学教育研究

全国大会を開催した。 

論文や本大会では、地域の自然を生かした理

科教育の重要性を提言し、「科学が好きな子ども

を育てる『原点とは何か？』」という主題につい

て考える機会とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 地域の自然素材を教材化 

自然という漢字は、「自ずから然る」と書くよ

うに、ありのままの姿を自分の目で観察するこ

とが重要である。地域の中には、自然の不思議

が数多く隠れている。本校の教育講演会におい

てご講演いただいた白川英樹博士（ノーベル化

学賞受賞者）も自然に学ぶ大切さを伝えていた。

ご講演を聞いて、改めて自身の指導観を振り返

ると、もともとあった自然を自分から観察しよ

うとする気持ちによって地域の素材を観る目が

変わってくるのではないかと感じている。 

 2019年度実践「ハス・レンコンの農業体験」

では、学区を巡視した際に、ひと際大きく成長

したハスの葉柄を発見し、他の植物にはない特

異性を感じた。すぐに、蓮根農家さんにアポイ

ントを取り、ハスやレンコンの事前観察・記録

を続け、周到な授業準備に努めた。 

 授業では、生徒に農

業体験で植えた親レン

コンを定期観察させる

ことで、様々な疑問が

生まれ、学習が発展し 

た。例えば、蓮根は「ハスの根」と漢字で書く

が、「レンコン（茎）の節目から発根している」

ことに気付き、改めてレンコンが茎と根のどち

らなのか、議論になった。また、観察を続ける 

と、親レンコンがやせ

細り、子レンコンが肥

大・生長する変化に気

づき、「茎がなぜここま

で肥大したのか」とい

う問いをもち、茎の断

面を顕微鏡で観察し、

たくさんのデンプンに

より肥大していること 

を突き止め、栄養生殖  ヨウ素デンプン反応の様子 

の本質に迫った。 

このように、一般的な概念との「ズレ」が生

徒の素朴な疑問や解き明かしたいという探究心

につながったと考えている。 

３ 子ども科学教育研究全国大会の成果 

 本大会では、「大地の変化」と「身近な生物の

観察」の授業を提案した。 

(1) 大地の変化「地層のつながり」 

 本校では、１年次に、下総台地（総の台地）
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の地層巡検を実施し、成り立ちや変動について

学習した。その発展の授業として、全国大会の

授業公開を実施した。 

授業では、１年次の地層巡検で感じた疑問点

について、発表・共有し、その疑問について解

決できるようにした。「火山灰がなぜ西に傾いて

いたのか」など探究を通して見いだした疑問が

発表された。 

地層モデル

を活用し解決

する学習では、

対話をしなが

ら取り組むこ

とができた。 

手元のモデルを指示しながら火山灰の傾き（地

層の傾き）について指摘し合う姿、侵食面につ

いて対話的・協働的に解決する姿勢が見られ、

今までの学習の成果の一端が見受けられた。 

(2) 屏風ケ浦における地層巡検 

導入では、生徒の「気づき」や「疑問」を取

り上げることを重視した。気づきは、今までの

地層と比べ特異的な部分があることで生まれる

と考えている。教師の期待どおり、屏風ケ浦に 

ある火山灰層の

厚さや本数、地

層の種類などの

違いに気づき、

探究するための

きっかけをつく

ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 展開では、導入で気づいた火山灰（鍵層）に

注目し、追調査した。300ｍ程歩くと、火山灰層

が西に大きく傾いていることに多くの生徒が気

づき、自分の予想したことと照らし合わせて考

え始めた。生徒の中には、以前調査した火山灰

層の傾きと比較したり、プレートの力と関連づ

けたりしながら、隆起量など大地の変動につい

て考察していた。 

生徒の感想文には、「大昔の地層に最近の地層

が押されて隆起するという偶然のシチュエーシ

ョンがないと観察できないことで感動した」と

の記述があった。このように、地層のつながり

や大地の変化を理解するとともに、自然のあり

のままの姿や力を感じ取る心が育まれているこ

とも窺えた。 

(3) 身近な生物の観察 

生物と触れ合

いながら素朴な

疑問をもてるよ

う支援に努めた。

コオロギやバッ

タなどの昆虫を 

採取し、協働的に楽しく学ぶ姿が多く見られた。

生物を改めて注意深く観察したことで体のつく

り、跳び方、鳴き方や生息場所など、生徒は様々

な観点で生物を観察した。 

安全に配慮し、

ヘビを捕獲する

生徒もいた。「体

表がざらざらし

ている」「なぜ、

ヘビがここにい

るのか」と様々 

な感覚を生かして学ぶ姿があり、この生徒は、

生態系の学習へと発展させた。 

４ 終わりに 

 本大会の主題である「科学が好きな子どもを

育てる『原点とは何か？』」は、コロナ禍におい

ても懸命に挑戦し、努力する本校生徒の姿を背

景として決定した。理科の学びは、常に「挑戦」

と「探究」の連続であることを生徒の姿を通し

て再認識することができた。 
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ウミガメ移動教室について 
 

 

鴨川シーワールド 開発展示課 課長  齋 藤
さいとう

 純 康
よしみち

 

 

１ はじめに 

平成23年（2011年）３月11日に発生した東日

本大震災では、地震の揺れだけではなく津波に

よって東北から関東地方（千葉県）にも甚大な

被害をもたらした。鴨川シーワールドの入館者

も減り、多くの人々、特に子供たちを中心に「海」

に対する恐怖心が増してしまったのではないか

と懸念された。 

 目の前にある「東条海岸（総延長3.0㎞）」に

は、毎年６月から８月にかけてアカウミガメが

産卵にやって来る。 

 子供たちの、海に対する恐怖心を払拭すると

ともに、アカウミガメが産卵にやって来る自然

豊かな海の環境を守っていくことを伝えること

を目的に2012年６月から千葉県限定ではあるが

「ウミガメ移動教室」を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ウミガメ移動教室（レクチャー） 

２ アカウミガメについて 

アカウミガメ（Caretta caretta）は、世界中

の熱帯や温帯に分布し、環境省および IUCN（国

際自然保護連合）のレッドリストでは、それぞ

れ絶滅危惧種 IB 類および絶滅危惧種Ⅱ類と位

置づけられている。本州での産卵は関東以北で

は茨城県での保護事例が認められるが、上陸、

産卵および子ガメの脱出が毎年観察される場所

としては、千葉県の房総半島が日本の北限域に

あたる。産卵は通常夜間、砂浜に上陸し後肢で

深さ50㎝ほどの穴を掘り産卵する。卵の大きさ

は直径４㎝ほどでちょうどピンポン玉くらいで

ある。一回の産卵で100個から120個ほど産み母

ガメは産んだ場所をカムフラージュして海に戻

っていく。 

卵は太陽の光で温められ２カ月ほどで砂の中

で孵化する。孵化した子ガメは自分たちが産ま

れた時に出来る空間の天井を他の子ガメたちと

協力して切り崩しながら、２日から１週間ほど

たった砂の表面温度が下がった夜間に一斉に砂

の表面にはい出してくる。子ガメには正の走光

性があり月明りや波打ち際で白く見える波を頼

りに海に向かう。海にたどり着いた子ガメは成

長しながらアメリカ大陸まで回遊するといわれ

ている。 

 

 

 

 

 

図２ 産卵      図３ 砂の上にはい出した 

子ガメ 

３ アカウミガメ卵の保護 

平成13年（2001年）にウミガメ類の繁殖を目

的とした屋外施設「ウミガメの浜」を建設し、

これまで手つかずであった東条海岸におけるア

カウミガメの産卵及び環境調査と保護活動を現

在も継続している。産卵した場所の中には台風

による高波や大潮の高潮位、大雨による河川の

増水などで卵の孵化が見込まれない事例がある。

孵化に不適な場所に産卵した場合には近くの安
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全な海岸への移設や、「ウミガメの浜」への保護

をおこなっている。令和３年（2021年）までに

約8,400個の卵を保護、約5,000個体が孵化して、

海にかえしている。また、孵化した子ガメの一

部は成長や性別などの調査・研究の為、継続飼

育をおこなっている。 

 

 

 

 

 

図４ 卵の保護     図５ ウミガメの浜 

４ 「ウミガメ移動教室」 

平成24年（2012年）より、６月から11月まで

の間（カメを安全に連れていける温度の期間）、

千葉県内の幼稚園、保育園、小学校、中学校、

特別支援学校を対象におこなっている。令和３

年（令和２年、令和３年は新型コロナウイルス

感染症拡大の影響で中止）までに幼稚園、保育

園を含めた各種学校が延べ209回、参加者数

19,502名、企業や行政、非営利団体開催のイベ

ントでのアウトリーチで延べ31回、参加者3,131

名の実績がある。 

 １回の人数制限は最大100名で「カメとのふれ

あい」を考慮した。参加人数により２～５名を

派遣し、学校（園）内の教室、体育館などの屋

内施設でおこなっている。 

内容は、ウミガメの生態と鴨川シーワールド

での保護活動に関するレクチャー及びウミガメ

に関するクイズ（約30分）、実際に「ウミガメの

浜」に保護し、孵化した子ガメとのふれあい体

験（約30分）の約１時間となっている。 

平成27年（2015年）には船の科学館「海の学

びミュージアムサポート」の支援を利用して、

実物大の母ガメ、子ガメ、卵の模型を作成し、

レクチャーでの説明に活用している。本物そっ

くりの模型が加わったことで、子供たちの興味

も一段と増したように思われる。令和元年（2019

年）に京都で開催された第25回 ICOM（国際博

物館会議）京都大会では、前述の船の科学館が

出展した活動紹介の中で「ウミガメ移動教室」

を取り上げていただき、各国の博物館関係者か

らも高い評価を頂いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 子ガメとのふれあい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 第25回 ICOM 京都大会 

５ おわりに 

 令和元年（2019年）に発生した新型コロナウ

イルス感染症（COVID-19）の影響で、これま

で好評であった「ウミガメ移動教室」、サマース

クール、ジュニアトレーナーなど水族館でおこ

なってきた教育普及活動の多くを中止せざるを

得なくなった。しかし、令和２年（2020年）、緊

急事態宣言の開けていた冬にはウィンタースク

ールを、令和３年（2021年）夏にはサマースク

ールを、参加人数を減らしたり、昼食を廃止し

たりと感染症対策を十分おこないながら開催し

た。正直当初は「こんな時期にやらなくても」

と思っていたが、実際に開催してみると多くの

ニーズがあり、何より参加した子供たちのあふ

れんばかりの笑顔を見ることができた。こんな

時期だからこそ、子供たちに何か伝えることが

できないかを考えることは非常に重要だと改め

て感じた。 
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ICT を活用した教育普及事業について 
～コロナ禍２年目の取組～ 

 

千葉県立現代産業科学館普及課 上席研究員  神 野
か み の

 智 尚
ともひさ

 

 

１ はじめに 

 当館は市川市にあり、子供から大人まで、誰

もが産業に応用された科学技術を体験的に学ぶ

ことのできる場を提供することを目的として設

置された科学館である。常設展の他、毎日の演

示実験や土日祝日に開催される工作教室などの

イベントが人気で、開館から27年目を迎えた。 

しかし、コロナ禍で、昨年度から演示実験や

イベントの多くが中止となっている。その中で、

「科学を楽しく学ぶ場を提供したい」「当館の魅

力を知っていただきたい」と、ICT を活用した

教育普及事業に取り組んできた。 

昨年度は、主にホームページを活用した。「ク

ラシックカー・スポーツカーin 科学館」は、所

有者の皆様の協力でホームページ上に往年の名

車や素敵なスポーツカーを紹介させていただい

た。また、簡単な工作を紹介する「おうちで工

作してみよう」と簡単な科学実験を紹介する「お

うちでマジックしよう」は現在もホームページ

に掲載している。 

今年度は、ホームページの活用だけでなく、

当館公式YouTubeチャンネルやZoomを活用し、

より魅力的な教育普及事業を県民の皆様に提供

できるよう取り組んできた。本稿では、それら

の取組について紹介したい。 

 

２ ICT を活用した教育普及事業 

(1) 夏休み科学作品お助け隊 

 ８月５日(木)～８月７日(土)と８月25日

(水)・８月26日(木)・８月29日(日)の２期間に

分け、相談希望者と Zoom で繋いで小中学生の

科学作品に関する相談会を実施した。 

前期は主に科学作品のテーマや始める手順に

対する相談を、後期は主に科学作品のまとめ方

や不具合の解消に対する相談を受け付けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 夏休み科学作品お助け隊の様子 

 

(2) プラネタリウム上映会 

 ８月６日(金)～８月26日(木)に当館公式

YouTube チャンネルにて世界的に有名なプラネ

タリウム・クリエイター大平貴之氏制作のプラ

ネタリウム番組３作品を配信した。 

過去の当館で行われたプラネタリウム上映会

で好評を博した「星のある風景」、「星のある風

景～旅～」「星のある風景～宇宙（そら）～」を

360度 VR 映像に編集し直した作品を公開した。

VR 映像なので、スマホで向きを変えたり、パ

ソコンでマウス操作をしたりすると、見える方

角が変わる。そのため、１つの作品でも様々な

星空を楽しむことができた。 

 ８月22日(日)には、大平貴之氏による上映番

組解説会をライブ配信した。「星のある風景～宇

宙（そら）～」をもとに、太陽系の惑星やその

衛星について解説していただき、視聴者の質問

にも答えていただいて好評だった。 

 解説会は YouTube のライブ配信を利用して、

10時～・14時～の２回行った。ライブで解説し

ていただいたため、それぞれ趣旨の異なった話

を聞くことができた。 

 実施後アンケートで配信の感想を伺ったとこ

 



－ 19 － 科学技術教育 通巻233号(令和４年３月) 

ろ、どの作品も８～９割の方が高い満足感を感

じていた（とてもよかった・よかったと回答）。

オンラインプラネタリウムをまた見たいという

ご意見も多くいただいた。YouTube を活用した

ことで、インターネット環境さえあれば、いつ

でも・どこでも・だれとでも視聴できるという

ことが好評につながったと感じている。 

 

(3) 出張講座 

８月１日(日)から、千葉県内の小・中学校を

対象に Zoom を活用した「オンライン出張講座」

の募集を開始した。内容は「スルリとすりぬけ

るまぼろしの壁」「不思議なステンドグラス」 

「きらきらミラーキューブ」の３工作である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ スルリとすりぬけるまぼろしの壁 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 不思議なステンド  図４ きらきらミラー 

グラス                キューブ 

「不思議なステンドグラス」は、偏光板２枚

とセロハンテープを貼ったもので光を見ると、

様々な色に見える工作である。 

「スルリとすりぬけるまぼろしの壁」は、偏

光板の性質を利用し、箱の中の壁を物体がすり

ぬけるように見える工作である。 

「きらきらミラーキューブ」は、鏡の反射と

光は直進するという性質を用いたキューブ型万

華鏡の工作である。 

事前に打合せを設定し、材料の受渡しやそれ

ぞれの工作内容についての説明、Zoom 接続の

確認を行う。 

実施当日は希望時間に Zoom で繋がり、工作

教室をオンラインで実施している。 

実施後アンケートでは、時間・内容に満足し

ていただいており、「学習に役立った」「また利

用したい」という感想をいただいている。 

 

 

 

 

 

 

 

図５ オンライン出張講座の様子① 
 
 

 

 

 

 

 

 

図６ オンライン出張講座の様子② 

 

３ おわりに 

 コロナ禍が続き、体験型の科学館にとって苦

しい時期が長引いている。しかし、ICT を活用

した教育普及事業は、コロナ禍でのやむを得な

い取組という反面、コロナ禍収束後でも活用で

きる可能性のあるものが多いことがわかってき

た。 

 生活様式や学習形態は、社会環境に応じて変

化する。社会環境に合う教育普及事業を展開で

きるよう、「科学を楽しく学ぶ場を提供したい」

「当館の魅力を知っていただきたい」という願

いで、今後も工夫を凝らしていきたい。 

これからも学校や公共施設などで当館の教育

普及事業を活用していただき、科学の面白さや

不思議を味わえる体験を提供することができれ

ば幸いである。 
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第９回科学の甲子園ジュニア千葉県大会を終えて 
 

 

千葉県教育庁教育振興部学習指導課 指導主事  左 口
さ ぐ ち

 孝 史
たかふみ

 

 

１ はじめに 

 本大会は、

県下の中学生

等を対象とし

て、理科、数

学などにおけ

る複数分野の

競技に協働で

取り組むこと

を通じて、科

学を学ぶこと

の意義や楽し

さを実感でき

る場を提供し、

科学好きの裾

野を広げると

ともに、未知 

の分野に挑戦する探究心や創造性に優れた人材

を育成することも目的に開催している。また、

優勝チームは、千葉県代表チームとして全国大

会への出場権を得る。今回は、令和３年８月21

日（土）に県総合教育センターで開催され、県

内の８校８チームのエントリーがあった。中止

になった昨年度に続き、今年度も開催が危ぶま

れたが、参加人数制限、時間短縮及び健康観察

表の提出等、新型コロナウイルス感染症対策を

万全にし、規模を縮小して開催した。 

 

２ 競技の概要 

(1) 競技の形式 

  競技は、筆記競技と実技競技からなる。各

チーム６名で編成し、メンバーで問題を分担

したり、相談したりしながら協働して取り組

む。 

(2) 競技の内容 

 ア 筆記競技（６名で競技／時間60分） 

   理科・数学・情報の複数分野から、実生

活や実社会と関連した出題となっており、

生徒が学校で学ぶ知識に加え、新たに示さ

れた情報を活用して取り組む。 

 

 イ 実技競技（３名で競技／製作時間55分） 

   今年度は、理科に関する知識や技術を活

用して、ものづくり能力、コミュニケーシ

ョン能力を発揮し、課題を解決する力を競

った。 

 

(3) 競技の様子 

 大ホールでの

開会式はリモー

トで行い、選手

らは筆記競技会

場で開会式に参

加した。 

 

 

 

  筆記競技で

は、メンバー

で役割を分担

して問題を解

くチームや、

意見交換しな

がら解答を模

索するチーム

など、チーム 

ごとに特徴を生かしながら、制限時間まで真

剣に取り組んでいた。 

 

図１ パンフレット 

図２ 開会式 

図３ 筆記競技 
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 実技競技は、

与えられた材料

で、条件を満た

す製作物を作り、

記録を競う内容

だった。難しい

課題に対し、試

行錯誤を重ねて

いる姿が印象的

であった。 

 

(4) 参加チーム 

  ８校・８チーム 

  県立千葉中学校 

  県立東葛飾中学校 

  千葉市立都賀中学校 

  千葉市立新宿中学校 

  八千代市立大和田中学校 

  八千代市立勝田台中学校 

  市川学園市川中学校 

  成田高等学校付属中学校 

 

(5) 成績 

  筆記競技（配点300点）、実技競技（配点300

点）の合計得点により、順位を決定した。 

上位６チームは以下のとおりである。 

  優 勝 県立千葉中学校 

  準優勝 八千代市立大和田中学校 

  第３位 県立東葛飾中学校 

  第４位 成田高等学校付属中学校 

  第５位 市川学園市川中学校 

  第６位 千葉市立新宿中学校 

 

(6) 全国大会に向けての強化トレーニング 

  本大会の優勝チームは、例年、千葉大学の

協力による強化トレーニングを経て、県代表

として全国大会に臨んでいる。代表チームは

事前課題に挑戦し、大学の先生から指導・助

言を受けながら準備を行う。この取組は、将

来を見据えた学問の興味付け、将来の科学者

の育成につながるものとなっている。 

残念ながら、今年度の強化トレーニングは、

新型コロナウイルス感染防止等の観点から中

止となった。 

 

３ 全国大会 

 第９回科学の甲子園ジュニア全国大会は、令

和３年12月３日（金）から５日（日）までの日

程で、兵庫県姫路市での開催を予定していたが、

新型コロナウイルス感染防止等の観点から、各

都道府県代表チームが各都道府県内の会場で競

技を実施する「分散開催」に変更となった。ま

た、大会競技は分散会場での実技競技の公平な

環境の提供が難しいため、筆記競技のみとなっ

た。千葉県は代表校である県立千葉中学校を会

場とし、12月３日（金）にオンライン開会式と

筆記競技を行った。 

 結果は、物理部門及び情報部門で１位、総合

全国４位という素晴らしい成績だった。今後の

更なる飛躍に期待したい。 

(優勝:東京都、第２位:富山県、第３位:京都府) 

 

４ おわりに 

 千葉県では、毎年８月下旬に中学生を対象と

した科学の甲子園ジュニアを、11月中旬に高校

生を対象とした科学の甲子園を開催している。

科学の甲子園ジュニアに参加した生徒が高校生

になり、科学の甲子園にも参加するようになっ

てきている。ここ２年は、新型コロナウイルス

感染症の影響で大会が中止になったり、規模が

縮小されたりして、参加人数が減少している状

況であるが、中学校と高等学校の連携により、

科学好きの裾野が広がり、大会参加者が増えて

いくことを期待している。また、科学の甲子園

ジュニアに参加した生徒たちが、将来、科学技

術系人材として、日本を背負ってくれることを

強く期待している。 

 最後に、競技運営委員、審査委員としてご協

力いただいた県教育研究会の理科教育部会・数

学教育部会、各教育事務所、総合教育センター

カリキュラム開発部及び共催いただいた千葉市

教育委員会、千葉大学、また、開催まで様々な

御指導をいただいたＪＳＴの担当の皆様に深く

感謝申し上げる。 

図４ 実技競技 



－ 22 － 科学技術教育 通巻233号(令和４年３月) 

 

理科を学ぶことの意義や有用性を 
実感できる授業づくりに向けて 

 

船橋市立船橋小学校 教諭  棚 橋
たなはし

 寛 子
ひ ろ こ

 

 

１ はじめに 

 本校は、船橋市教育委員会中期研究指定校と

して、「学んだことを実生活に生かそうとする子

供の育成」という主題の基、理科を中心に研究

を進めている。『小学校学習指導要領（平成29

年告示）解説 理科編』の理科改訂の要点にも、

理科を学ぶことの意義や有用性を実感すること

の重要性は明記されており、全国の理科教育の

研究や実践において、盛んに取り組まれている。

本校では、「既習の内容や日常生活での経験を関

係付けて考える場を設定すれば、学んだことを

実生活に生かそうとする子供が育成されるだろ

う」という仮説を立て、既習の内容や日常生活

での経験を関係付けて考える場を積極的に取り

入れている。本校での実践を第３学年「音を出

して調べよう」の単元を例に紹介していきたい。 

２ 実践 

(1)【既習事項や日常生活と関係付けながら問題

解決をする場】の設定 

・日常生活を想起させる場をつくる 

 児童の実態調査より、音

としてイメージするものは、

楽器であることが明らかと

なった。そこで、第１次、

第２次では、児童に身近な

楽器を用意し、実験を行っ

た。（図１） 

 実験結果は、ロイロノートを用い共有する。

言葉だけでなく、画像を見合うことで、より科

学的に問題解決が行える。 

・児童主体の問題解決の場をつくる 

 実験結果から考察へと入るが、ここで児童よ

り「叩くような楽器だけが震えるのではないか」

という疑問が出る。このような児童から出る素

朴な疑問などの声をひろっていくことこそが

児童が主体的に学ぶ手立てと考える。次時は、

さらに児童の身近な物であるリコーダーで実

験を行う。そこで、ようやく児童は、音が出る

物は震えていると納得できる。 

(2)【学んだことを日常生活と関係付ける場】の

設定 

・まとめの後に、「おどろき、新たな疑問、生

活に生かせること」を書く 

 本校では、１～７を一連の流れとして取り組 

んでいる。（図２） 

 

 

 

 

 

 

 

このような場を設定することで、テレビやＣＤ

プレーヤーはどうなのか、声はどうなのかなど、

新たな疑問が児童より出てくる。それをすぐに

その場で実験してみる。 

３ 成果と課題 

 児童にとって身近な物を使って実験すること

で、日常生活と関係付けて考えながら問題解決

をすることができた。また、共有の際にロイロ

ノートを使用することで、より明確な実験結果

の共有ができた。このような取組により、問題

解決後も学んだことを今後の生活に生かそうと

する発言が多く出た。課題としては、児童中心

で授業を展開していくため、どうしても実験が

難しいもの、解決し得ない壮大な疑問が出てき

たときの対処について、用意しておく必要があ

る。 

授
業
の
ヒ
ン
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図１ 

図２ 本校で共通して取り組んでいる「学習の進め方」の掲示物 

※船橋市立高根東小学校の先行研究を参照し作成。 
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これでみんなも“虫”大好き！ 
生活科・理科にとらわれない 

日常的な“虫”育のすすめ 
 

勝浦市立上野小学校 教諭  長 島
ながしま

 弘 樹
ひ ろ き

 

 

１ はじめに 

生活科や理科の学習内容には、身近な生き物

についての飼育活動や継続観察等が盛り込まれ

ている。生命の神秘や尊さを学ぶのには大変有

意義な内容である。 

しかし、学習の期間だけの実施で生命の神秘

を体感させることは、あまりにも難しいと感じ

る。また、生き物への興味を持たせることがで

きたとしても、次の単元に入ると「生き物探し

熱」は冷め、教室には世話を忘れた飼育ケース

が…。このような光景を目にすることもある。 

「昆虫」はどこにでもいる身近な生き物であ

り、そこから生きるための知恵を学ぶことは多

い。そこで、昆虫が苦手な子でも思わず「好き」

になってしまう手立てを紹介したい。 

２ 実践 

(1) １人１本短い捕虫網 

道具は大事である。網を持

っているだけでテンションは

あがる。１人に１本あればけ

んかすることもない。苦手な

子も、虫を手で触らずに済む。

１本100円もしない安価なも

ので十分で楽しめる。 

(2) 展示コーナー 「上野むしむしランド」 

その時期の旬の

虫を展示するコー

ナーを作る。子ど

も達がふらっと通

りかかる場所にあ

るとよい。中でも

カブト虫の蛹の展

示は大人気。職員 

も見入ってしまうものである。 

(3) 採って調べてミニミニ図鑑 

虫を捕まえ

た後、名前を

聞いてくる子

がいる。そん

な時にすぐに

は答えず、一 

緒に図鑑を使う。大きな図鑑でもよいが持ち運

びがしにくいので、ミニ図鑑を活用するとよい。

自然とカタカナを覚えたり、縮尺を学んだりも

できる。経験が知識になる瞬間である。一階の

多目的スペースに置いている。 

(4) WANTED この虫探せ！ 

捕らえたら

懸賞金！…と

までは言わな

いが、ゲット

したら採集者

の名前を掲示 

するようにした。「どこにいたの？」「あじさい

の上！」「へえ、すごいね～！」などと、授業で

は関わりの少ない児童とも、虫を通して自然と

コミュニケーションも図れるようになる。 

３ 児童の反応と成果 

 身近な昆虫の生きる“知恵”を目の当たりに

すれば、多くの子はその魅力に惹きつけられる。

できれば、低学年のうちにその魅力に気付かせ

たい。休み時間の度に捕虫網を片手に「先生、

虫採りしよう！」と言って来る子や展示コーナ

ーでカブト虫の様子に見入っている子がいる。

すべての子が虫好きになるのは難しいが、一部

の子から波及して、周りの子も生き物のすごさ

を知るきっかけになっているように思える。こ

れからも様々な仕掛けを講じていきたい。 

授
業
の
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図１ 昇降口前に置
いたたくさん
の捕虫網   

図２ さなぎのカブトムシ（左）
と羽化したてのアブラゼミ 

図３ すぐに手に取れる位置にあるミニ図鑑 

図４ 上野小で見かけた有名な昆虫たち 
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小・中・高の学びをつなぐ「振り子の授業」 
 

 

鎌ケ谷市立第四中学校 教諭  逸 崎
いつざき

 隆 太
りゅうた

 

 

１ はじめに 

 本校では、キャリア教育の一環として、高校

の先生による出前授業を導入していたが、昨年

度からは感染症の影響で実施できなくなってい

る。そこで、小・中・高の学びをつなげるため

に自身が「振り子」の授業を実践した。この「振

り子」は小・中・高のすべての教科書に記載さ

れている。３つの校種で取り組む「振り子」の

実験を通して小・中・高の学びを繋ぎ、卒業後

も続く理科の学習への意欲を高めることを目的

として行った授業の内容を紹介する。 

 

２ 実践 

(1) 力学的エネルギーの保存について 

  （中学校分野） 

 振り子について理解を深めるために、通常の

振り子（図１）と、以下の図のように糸が途中

で杭に引っかかる振り子（図２）を用意し、実

際に振り子を動かす。この実験から、振り子と

は運動エネルギー（速さ）と位置エネルギー（高

さ）が互いに移り変わる装置であり、運動エネ

ルギーと位置エネルギーを合わせた力学的エネ

ルギーは増えたり減ったりすることがないこと

を見出す。 

 

 
 

 

図１            図２ 
 

(2) おもりの質量と周期の関係について 

（小学校分野） 

 30ｇと60ｇのおもりで振り子が10往復するま

での時間を計測することで、おもりの質量は振

り子の周期とは関係ないことを確認する。 

(3) 糸の長さと周期の関係について 

（高等学校分野） 

 糸の長さを10㎝、20㎝、30㎝、40cm とし、振

り子が10往復するまでの時間を計測する。その

結果を表にまとめる。（表１） 

表１ 糸の長さと周期 (10往復) 

糸の長さ   (㎝) 10 20 30 40 
周期（10往復）(秒) 6.3 8.9 10.9 12.6 

 この実験結果から、振り子の糸の長さが振り

子の周期の２乗に比例することを見出す。最後

に表計算ソフトで振り子の周期と糸の長さの関

係（図３）や振り子の周期の２乗と糸の長さの

関係（図４）をグラフで確認し、理解を深める。 

 

 

 

 

 
 

図３          図４ 
 

３ 成果と課題 

 本来、高校入学後に触れる内容ということも

あって、身構えていた生徒も多かったが、「振り

子」という馴染みのある実験であったために、

普段の授業のような雰囲気で実施することがで

きた。生徒からは、「高校の勉強は難しいと思っ

ていたが、自分にも理解ができ、高校での理科

の授業が楽しみになった。」「普段の何気ない日

常の中にも２乗の計算が隠れていることを知り、

驚いた。」という声が上がった。 

 今回の授業を通して、小・中・高の学習は無

関係ではないことや、学習内容が深くなってい

くことで真理に近づく理科の学習の面白さを生

徒に伝えることができたのではないかと考える。 

授
業
の
ヒ
ン
ト 
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一人も取り残さない、 
知的で楽しい授業の工夫 

 

白井市立七次台中学校 教諭  上 田
う え だ

 航 平
こうへい

 

 

はじめに 

学校は仲間と一緒に「わくわく・どきどき」す

る場所だ。そのために、私はいつも知的で楽し

い授業にしようと、より効果的な学習指導の在

り方を模索している。今回は普段、私が授業を

する上で、心がけている２つの工夫を紹介する。 

 

工夫１ 身のまわりの物を使った教材・教具で 

日頃から、学習問題や学習の目的は共通でも、

それを解決するための予想や実験方法、使用す

る器具、結果のまとめ方は、授業規律や危険が

生じない範囲内で自由度を高くして授業展開し

ている。だいたいの実験の方法や安全面上の注

意事項は説明して実験させるが、あえて細かな

方法や使用器具は説明しない。理科室の棚にた

くさんの実験器具（使わないものも含めて）を

並べておき、生徒が必要だと思う実験器具をそ

こから取って実験を進められるようにする。 

【授業例１】音の高さと振動数 

「どうしたら音階のあ

る楽器を作れるだろう。」

という広がりのある学習

目標を設定し、音階のあ

る楽器づくりを行った。 

材料は、理科室や自宅の中の物全て。試験管笛、

試験管ウインドチャイム、グラスハープ、スト

ロー笛、紙コップ太鼓、輪ゴムギター等々。作

った楽器でいろいろな音を奏でながら、音の高

さは振動する部分の大きさによって変わること

を見出させる。さらに、割りばしに薬包紙を細

く切って付け、音が鳴っている部分に触れさせ 

 

 

 

ると振動数が視覚的にとらえやすくなるような

教具を用意し、振動数と高さの関係についても

気づかせる。 

【授業例２】いろいろな化学電池 

「最も大きな電圧を生む化学電池を生み出せ」

というミッション要素の強い学習問題を設定し、

生徒は自宅から果物や飲み物、洗剤などを持ち

寄って、化学電池を作る。材料の大きさや種類

を変えるなど、試行錯誤しながら学級で最も大

きな電圧を生む化学電池を作ろうと、知的に楽

しく実験を進めた。 

 

工夫２ じっくりと自分と対話する時間の確保 

実験や観察をしたら、その後は一人一人が

黙々と考察を書く時間をたっぷり確保する。評

価基準を示し、その場で評価・助言を繰り返す

ことで、考え直したり書き直したりすることが

習慣化してきた。次第に「次こそはよい考察を

書きたい」という気持ちも生まれ、実験や観察

中は細かな変化も見逃さないようにメモをとっ

たり、自宅に持ち帰りインターネットで調べて

きたり、学習内容と身の回りの事象とをつなげ

て考えたりして考察する生徒が増えてきた。 

考察に行き詰っている時は「自宅でやってい

ることと同じだよ。」「共通点、相違点に目を向

けてごらん。」等のアドバイスをして多角的に考

えるよう促している。 

 

おわりに ～生徒の脳みそに汗をかかせる～ 

生徒の伸びしろは無限大だ。体験、気づき、

思考を積み重ねて成長する。そのために「何を

教え、何を気づかせ、何を考えさせるのか」と

指導者が明確なビジョンをもつ。一人も取り残

さない、知的で楽しい授業を行っていきたい。 

授
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思考力・判断力・表現力を 
高めるための授業の工夫 

 

袖ケ浦市立長浦中学校 教諭  安 井
や す い

 貞 文
さだふみ

 

 

１ はじめに 

 新学習指導要領では、「主体的・対話的で深い

学び」の視点からの授業改善を通じ、児童生徒

が思考・判断・表現する場面を効果的に設計し

た上で指導・評価することが求められている。 

 そこで今回は、二酸化炭素中でのマグネシウ

ムの燃焼実験を行うことにした。マグネシウム

の燃焼を考察するには、物質を構成する成分を

原子レベルで考えることが必要となる。そこで、

起こった化学変化を原子モデルで説明できるよ

うになることを目標に、個人で考え、班での話

し合い活動を行い、様々な方法でクラス発表す

ることで言語活動の充実を図り、思考力・判断

力・表現力を高めたいと考えた。 

 

２ 実践 

 ＜授業Ⅰ＞ 

先ず始めに火のついたロウソクを、二酸化炭

素の中に入れる演示実験を行った。その結果、

火のついたロウソクは消えた。次に火のついた

マグネシウムリボンを二酸化炭素中に入れる演

示実験を行った。火のついたマグネシウムリボ

ンは、火が消えることなく、燃焼を続けた。生

徒は、その結果を説明するために自由な発想で

イメージし、図や文字であらわした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業Ⅱ＞ 

それぞれの班で発表方法を選択する。 

①劇形式     ②パワーポイント形式 

 

 

 

 

 

 

③ホワイトボード形式  ④壁新聞形式 

 

 

 

 

 

 

３ 成果と課題 

 成果としては、生徒の実態に即した言語活動

を行うことによって意欲的に活動し、正解にた

どり着くことができた。また、個人や他の班の

意見を聞くことで、自分と違う考えを知ること

ができ、様々な角度から化学変化を考えるよう

になった。そのため、今までの授業時よりも深

まりのある考察や感想を記述することができた。

これらのことから、積極的に理科に取り組み、

思考力・判断力・表現力を高められたと考えら

れる。 

 課題としては、どの方法も発表に至るまでに

時間が掛かるため、授業以外の時間を有効利用

する必要がある。評価に関しては、個人と班の

考えが異なるため、正解と異なっても科学的に

話し合うことができているかを評価した。評価

規準の設定が難しかったので今後は他の分野や

領域でも検証していきたい。 

授
業
の
ヒ
ン
ト 
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アンテナを高く 
 

 

千葉県総合教育センターカリキュラム開発部長 丸 山
まるやま

 誠 一
せいいち

 

 

最近関心を持った科学にまつわる話題といえ

ば、COP26（国連気候変動枠組条約第26回締約

国会議）と宇宙開発に関するものである。 

まず、COP26。昨年11月、英国グラスゴーで

開かれた会議では、産業革命前からの気温上昇

を1.5℃に抑えるための努力を追求するとの決

意が示された。岸田文雄首相は首脳級会合にお

いて、日本としても「1.5℃目標」達成に向け、

2030年度には温室効果ガス排出量を2013年比

46%削減すること、さらに50％削減への挑戦を続

けることを明言した。 

2015年に SDGs（持続可能な開発目標）が国

連で採択されたことに伴い、カーボンニュート

ラル（二酸化炭素排出量実質ゼロ）」「脱炭素社

会」といった言葉を頻繁に耳にするようになっ

た。日本でも、多くの業界・企業が、政府の掲

げる目標に対する具体的な取組に着手している。

電気自動車や水素、バイオ燃料で走る自動車、

水素を利用した製鉄技術、ミドリムシや木くず、

プラスチックなどを利用した航空燃料、CO２を

吸収する、あるいは原料とする「環境コンクリ

ート」、アンモニアや水素を燃料とする船舶等の

開発、さらにはバイオ技術を活用した、CO２を

食べる「合成生物」なるものの実用化に向けた

研究も進んでいるそうだ。 

現在、世界平均気温はすでに1.1℃以上上昇し、

現状のままではさらに温暖化が進み、熱波や大

雨、干ばつ、強い熱帯低気圧の発生といった極

端な現象が、今以上に増加することは確実であ

るとのこと。12月にアメリカで発生した複数の

巨大竜巻による大惨事の光景が記憶に新しいが、

我々の孫、ひ孫の時代に地球はいったいどうな

っているのか、非常に憂慮される。今、地球が

どれほどの危機に瀕しているのかを、もっとも

っと周知する必要があると思う。 

一方、宇宙開発に関わる話題。近年、民間企

業によるロケットの開発や宇宙旅行ビジネスが

本格化しており、「宇宙旅行時代の幕開け」だと

言われている。９月には、アメリカの宇宙企業

SpaceX が打ち上げた宇宙船「Crew Dragon」が、

民間人だけでの初の宇宙旅行を成功させた。ま

た11月９日には、国際宇宙ステーション（ISS）

に長期滞在していた宇宙飛行士の星出彰彦さん

が、およそ半年ぶりに地球に帰還したが、星出

さんは ISS 滞在中、人類が宇宙で暮らすことを

想定したさまざまな生命科学実験を行ったそう

だ。「筋力低下をどう防ぐか」「人類は子を産む

ことができるか」「自給自足は可能か」といった

テーマでの実験とのこと。さらに12月には、実

業家の前澤友作さんが、日本の民間人として初

めて ISS に12日間滞在した。宇宙旅行が実現し

てきていることや宇宙での長期滞在に向けた研

究が加速していることに、大きな驚きとともに

夢や希望を感じる。「宇宙なう」という前澤さん

のつぶやきに、まだまだ費用や訓練の面で厳し

いものがあるとはいえ、宇宙旅行が身近になっ

てきていることを実感させられた人も多いだろ

う。 

ここに挙げた２つの話題に限らず、情報、技

術等の分野を含め、私たちをとりまく環境はも

のすごいスピードで変化している。この「変化

の激しい時代」を生き抜く力を子供たちに確実

に付けていくことが、私たち教育に携わる者に

課せられた責務であることを自覚し、アンテナ

を高く張りめぐらせ、新しい情報を得る努力を

していきたいものである。 
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めざす児童像 
 

 

千葉県教育庁北総教育事務所香取分室 指導主事  蜷 川
にながわ

 俊 之
としゆき

 

 

１ はじめに 

 スマートフォンやパソコンなどを利用した通

信技術、用途別に開発される洗剤や除菌剤、新

型コロナウイルスに対するワクチンや薬の開発、

民間人の宇宙旅行など、日常生活や現代社会に

おける科学技術の進歩は著しい。だが、高度な

科学技術もそれぞれの分野で基礎となるものが

しっかりとしていないと応用にはつながってい

かない。このような社会で生活をする中で「電

気の利用」「水溶液の性質」「生物と環境」「月と

星・月と太陽」など、小学校において、日常生

活や社会との関連を重視しながら理科を学ぶこ

との意義や有用性を実感させ、理科への関心を

高めていくことは、とても大切であると考える。 

 

２ 小学校の理科でめざす姿 

 小学校学習指導要領（平成29年告示）解説理

科編には、「問題解決の過程として、自然の事

物・現象に対する気付き、問題の設定、予想や

仮説の設定、検証計画の立案、観察・実験の実

施、結果の処理、考察・結論といった過程が考

えられる。この問題解決のそれぞれの過程にお

いて、どのような資質・能力の育成を目指すの

かを明確にし、指導の改善を図っていくことが

重要になる。」と書かれている。 

また、千葉県教育委員会が活用を推進してい

る「『思考し、表現する力』を高める実践モデル

プログラム」は、学習指導要領で求められてい

る「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け

て、各教科の指導において児童生徒に育成すべ

き資質・能力を育むために授業改善をしていく

ためのモデルとなっている。ここで重要視して

いるのは、これまでの学校教育の蓄積を生かし、

各教科等における優れた授業に共通し、かつ普

遍的な要素である「主体的な学び」「対話的な学

び」「深い学び」の視点から授業改善を図ること

である。 

これらを受け、今回は「問題解決の過程」と

「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプ

ログラム」を参考にし、それぞれを関連させな

がら「めざす児童像（理科）」（図１）を作成し、

授業における４つの場面で以下の力を育てたい

と授業実践を重ねてきている学校について紹介

させていただく。 

・問題を見いだす力（場面） 

・根拠のある予想や仮説を発想する力（場面） 

・解決の方法を発想する力（場面） 

・より妥当な答えを作り出す力（場面） 

 

３ 「電気の通り道」（３年）における実践より 

本時は導入場面で、以前は明かりがついてい

たおもちゃを、明かりがつかない仕組みにして

提示することで課題を見つけ、豆電球に明かり

をつけるために、電気を通す物と通さない物を

話し合いながら分類をしていく学習である。 

 

＜４つの場面でめざす児童像＞（抜粋） 

【問題を見いだす場面】 

・導線がつながっていないから明かりがつか

ないんだね。 

【根拠のある予想や仮説を発想する場面】 

・何かはさんで、もう一度回路にすればいい

かもしれないな。 

・銀色のものは電気を通すと思う。 
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図１ めざす児童像（理科） 

【解決の方法を発想する場面】 

・回路の途中に調べるものをはさんで、明か

りがつくかどうか調べるといいんじゃない

かな。 

・スプーン、コップは電気を通さなかった。

釘や１０円玉は電気を通すね。他のものは

どうかな。どんどん試してみよう。 

・プラスチック（スプーン、コップ）、木（積

み木、わりばし）、紙（段ボール、コップ）

は、電気を通さない仲間だね。 

【より妥当な答えを作り出す場面】 

・アルミニウムはくとアルミニウムでできて

いる１円玉が電気を通したから、アルミニ

ウムは電気を通すね。 

・銅も鉄と同じように電気を通すことが分か

ったよ。 

・電気が通るか通らないかは、何でできてい

るかによって違うみたいだね。 

・鉄、銅、アルミニウムは電気を通す。プラ

スチック、木、紙は電気を通さない。 

このようにそれぞれの場面でめざす児童の姿

を思い浮かべながら指導計画を立てて授業を展

開することが、児童が主体的に学習する姿や実

験結果から考えられることについて対話を通し

て確かなものとして認識したり、理解を深めた

りする姿につながっていくと考えられる。なぜ

なら、実際の授業でここに挙げられているめざ

す児童の姿がたくさん見られたからである。 

 

４ おわりに 

 今回紹介させていただいた学校は、「令和４年

度千葉県教育研究会理科教育研究部会研究発表

大会＜香取大会＞」で小学校の会場校となる学

校である。新型コロナウイルスの感染状況によ

りどのような開催になるか現時点ではわからな

いが、直接授業が見られる状況であればぜひ足

を運んで授業を見ていただきたい。また、そう

でなくても一人でも多くの方々が参加し、理科

好きな児童生徒を一人でも多く育てていくヒン

トにしていただけることを願っている。 
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理科教育と ICT 活用についての一考察 
 

 

千葉県教育庁北総教育事務所海匝分室 指導主事  高瀬
たかせ

 健太郎
けんたろう

 

 

１ はじめに 

 コロナ禍において、学校現場における ICT の

需要が急激に高まった。しかし、実際にはごく

一部の学校でしか対応することができなかった。

また、OECD 生徒の学習到達度調査2018年調査

（PISA2018）によると、日本の学校の理科授業

におけるデジタル機器の利用時間が短く、授業

で「利用しない」と答えた生徒の割合は約80％

に及んだ。 

 このような状況で、全国の小中学校に「１人

１台端末」と「高速大容量の通信ネットワーク」

を整備する「GIGA スクール構想」が、新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大の影響で一気に

加速した。皮肉なことではあったが、学校の ICT

環境が整うこととなった。 

 

２ 理科における ICT 活用 

 理科の学習は、自然の事物・現象に直接触れ

ることから始まる。そして、観察、実験を行い、

そこから得られた結果を考察することを通して、

科学的に探究する力や態度を育て、理科で育成

を目指す資質・能力を養うことを重視している。

では、理科の学習の中で、どのような場面に ICT

の活用が有効となるであろうか。 

 観察、実験とは、児童生徒が自ら目的や問題

意識をもって、意図的に自然の事物・現象に働

きかけていく活動のことである。児童生徒は解

決したい問題に対して、既習の内容や生活経験

を基に、根拠のある予想や仮説をもち、それを

確かめるために観察、実験を行う。そして、根

拠を明確にして考察し、結論を導きだすことが

大切であるが、この時、根拠となるのが観察、

実験の結果である。根拠のある考察を導き出す

ために ICT を活用することで、一層の効果が期

待できる。具体的には、以下のような場面で ICT

を活用することができる。 
 

・観察、実験の過程や結果の保存 

 ⇒客観的に事実をとらえるために、記録の

手段として活用する。 

・観察、実験のデータ処理やグラフ作成 

 ⇒結果の処理に係る時間を短縮し、考察に

かける時間を確保する。 

・観察、実験の過程での情報の検索 

 ⇒自分の考えをもつために参考として活用

する。 

【参考】理科の指導における ICT の活用につ

いて（文部科学省） 

 

 ICT を活用する際は、「観察、実験の代替」と

してではなく、理科の学習の一層の充実を図る

ための有用な道具として、授業の中に ICT を位

置付けることが重要である。教師が活用する場

面を適切に選択し、丁寧な指導の下で活用する

ことが求められる。 

 

３ 探究の過程における ICT 活用 

 学習指導要領の中に、資質・能力を育成する

学びの過程についての考え方として、理科では、

「課題の把握（発見）、課題の探究（追究）、課

題の解決という探究の過程を通じた学習活動を

行い、それぞれの過程において、資質・能力が

育成されるよう指導の改善を図ることが必要」

とある。ICT を活用することで、このような学

習活動は可能になると考える。以下に、課題の

探究（追究）場面における ICT の活用について

考えをまとめたい。 

 小学校第５学年Ｂ（３）「流れる水の働きと土
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地の変化」において、「雨の降り方によって、流

れる水の速さや量は変わり、増水により土地の

様子が大きく変化する場合があること」を学習

する。その際、人工的に流れをつくり、モデル

実験によって水の速さや量といった条件を制御

しながら増水による土地の変化の様子を調べる

学習を行う。 

 しかし、このモデル実験では、準備に時間が

かかり、繰り返し実験をすることが難しいため

児童が実験を見逃してしまうと結果を明確に捉

えることができなくなる。 

そこで、前述したように「観察、実験の結果

や過程の保存」のために、タブレット等で実験

の様子を録画し、グループで繰り返し再生すれ

ば、一つの事象を何度も確認することができる。

その映像を基に考察してより妥当な考えをつく

りだすことができる。小学校第６学年Ｂ（４）

「土地のつくりと変化」で行う堆積のモデル実

験も同様にできるであろう。 

 また、小学校第４学年Ａ（２）「金属、水、空

気と温度」の学習では、水の温まる様子を観察

したり、温度の変化を記録したりする。ここで

は、「観察、実験のデータ処理やグラフ作成」の

ために、タブレット等に備わっているアプリ（表

計算ソフトや共有ツールなど）を活用すれば、

温度の変化を表計算ソフトに入力することで瞬

時にグラフ化することも可能となる。さらに、

共有ツールがあれば各グループのデータをリア

ルタイムで反映させることもできる。 

 そうすることで、ワークシートでグラフ化す

ることに要していた時間を考察にかけることも

でき、各グループの結果を比較することでより

妥当な考えをつくりだすことも可能となる。 

 

４ ICT≠観察、実験の代替 

 どんなに ICT が便利になろうとも、観察、実

験などの指導については、やはり直接体験に勝

るものはないと考える。かつて自身が小学校で

授業に取り組んできた際には、導入における自

然の事物・事象との出会いを大切にしてきた。

そのために、まずは児童の興味・関心を高める

ことを心がけた。「あれ？」「どうして？」など

の気持ちを呼び起こすような工夫をするのだ 

が、その際、できるだけ児童にとって身近な事

象や意味を理解しやすいものを選ぶようにして

きた。 

また、児童の経験や考えを引き出すことにも

力を注いだ。児童は教師が提示した事象と出会

う前に、既に関係する事象と出会ったり、経験

をしたりしているものである。そして、目の前

の事象について、過去の経験などから解釈をし

ようとする。したがって、既習と未習とのズレ

を生じさせ、半分わかるが半分わからない状態

をつくると授業が大変盛り上がった。 

そして、捉えさせるべきことが明確であるこ

とも大切である。児童の興味・関心を高めるこ

とばかりを優先しすぎると、学習すべき内容か

ら外れた事象提示になってしまうことがある。

事象提示をする際は、「児童に何を捉えさせるべ

きか」ということを十分に考慮した。事象提示

によって児童の問いが拡散的になった場合は、

教師による問いかけ（発問）によって焦点化を

図ることも必要である。 

 以前、「今日は皆さんにこれをやってもらいま

す。」と学習課題を提示し、児童生徒は、板書さ

れた学習課題をノートやプリントに記入すると

いう場面に出会ったことがある。 

 観察や実験、考察の場面等での話合いに時間

を確保したいという理由もあるのだろうが、目

的もわからないまま実験をする児童生徒の姿が

あった。 

 このことからも、教師自身が児童生徒に「気

付き」や「疑問」を抱かせる工夫や「知りたい」

と思わせる導入の工夫を追究する姿勢をもち続

けることの大切さを痛感した。 

 

５ 最後に 

 「学ぶことをやめたら、教えることをやめな

ければならない」少年サッカーのコーチをして

いた際に出会った言葉である。 

 児童生徒に理科の楽しさや有用性を感じても

らえるよう、学び続け、優れた教育技術を広め

ていきたい。 
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ノーベル賞受賞者の言葉から思うこと 
 

 

千葉県教育庁南房総教育事務所安房分室 指導主事  佐久間
さ く ま

 亮成
あきなり

 

 

１ 「え？なんで？」を大事にする 

 

2021年のノーベル物理学賞は、プリンストン

大学の眞鍋淑郎博士が受賞した。受賞会見では、

アメリカ国籍を取得した理由を尋ねられて大変

話題になっていたが、その会見の中では、「日本

の研究は好奇心に基づいた研究が少なくなって

きているように思う」とも言及している。日本

では、研究費を確保するために短期的な成果が

出やすい応用的な研究を重視しがちであり、「な

ぜだろう？」という好奇心から出発する基礎研

究に取り組む研究者が少なくなってきていると

いう意味だと受け取れる。日本人研究者がノー

ベル賞を受賞すると、しばしば基礎研究のあり

方が話題に上る。 

免疫にブレーキをかける PD-1というタンパ

ク質の働きを解明し、新しいがん治療法を発見

したことで2018年にノーベル生理学・医学賞を

受賞した本庶佑博士は、研究を登山に例え、「何

が正しいのか重要なのかわからないまま、山を

攻めようというのはナンセンス。多くの人がた

くさんの山を踏破して、そこに何があるか理解

して、どの山が重要か調べる段階だ。」と基礎研

究の重要性を語っている。 

細胞が自分自身のタンパク質を分解するオー

トファジーの研究で、2016年にノーベル生理

学・医学賞を受賞した大隅良典博士は、やはり

基礎研究の重要性を語った上で、小学生・中高

生に向けて「特に子どもたちには、本当に『あ

れ？』と思うことがたくさん世の中にはあって、

そういうことの気付きをとても大事にしてほし

い。」「『え？なんで？』ということを大事にする

人たち、子どもたちが増えてきてくれたら、私

は日本の将来の科学も安泰だと思っています。」

とメッセージを送っている。さらには、「社会が

将来を見据えて、科学を一つの文化として認め

てくれるような社会にならないかな、というこ

とを強く願っています。」とも述べている。 

この話を耳にして、すぐに役立つ応用研究に

偏らず、好奇心から出発する基礎研究も受け入

れるという社会を作り出すためには、我々理科

教師の働きが重要だと痛感した。科学が社会の

発展に貢献していることを教えるのはもちろん

大切である。しかし、そればかり強調していて

は、「それって何の役に立つの？」という意識も

強くなってしまう。「え？なんで？」と思ったこ

とに興味を持たせ、進んで調べたり確かめたり

することをたくさん経験させることで、好奇心

が満たされたときの喜びを実感させていきたい。

事実、新たな事象や法則を知った児童・生徒が、

次々に条件を変えて実験に取り組むという姿を

よく目にすることがある。そういった児童・生

徒がさらに増えていけば、日本全体で基礎研究

を受け入れる雰囲気が出来上がり、日本の科学

力の向上につながっていくのではないだろうか。 

 

２ リスクとベネフィット 

 

2012年、iPS 細胞の研究で山中伸弥博士がノ

ーベル生理学・医学賞を受賞した。iPS 細胞は、

筋肉、神経、心臓、肝臓など、様々な組織や臓

器の細胞に変化する能力を持ち、再生医療と創

薬という二つの面で注目され、研究が進められ

ている。 

一方で、iPS 細胞には腫瘍が形成されるので

はないかという懸念もある。iPS 細胞の誕生か

ら研究が進み、安全性は年々高まっているとい

う。その上で山中博士は、「リスクは減っても、
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絶対ゼロにはならない。だから、リスクとそれ

に対する効果（ベネフィット）とのバランスで、

ベネフィットが上回ると思えたら、臨床試験等

を始めることができるのだと思います。」と話し

ている。 

リスクとベネフィットという言葉を聞くと、

DDT という殺虫剤を思い浮かべる。DDT は安

価に大量生産でき、高等生物への急性毒性が弱

かったため、万能の殺虫剤としてかつて多用さ

れていた。しかし、DDT の分解物（DDE、DDA）

は環境の中で分解されにくく、食物連鎖を通じ

て生物濃縮されることで生態系に大きな影響を

与えてしまうことが明らかになった。このよう

な危険性は、レイチェル・カーソンの『沈黙の

春』で取り上げられるなどして、多くの国で

DDT の使用が禁止・制限されることになった。 

一方で、亜熱帯や熱帯地域の多くの国々では

マラリアが猛威を振るっており、その媒介をす

るハマダラ蚊の駆除には DDT に取って代わる

ような有効な薬剤がないことも実情である。そ

のような中で、WHO は2006年に DDT を屋内使

用に限定して有効活用することを勧告した。こ

れも、まさにリスクとベネフィットを天秤にか

けた判断だと言える。 

また、生命科学の分野では、倫理面での課題

もよく話題になる。急速な研究開発のスピード

に負けないよう、倫理的な議論を社会全体で迅

速に進めることが求められている。同様に、人

工知能（AI）の飛躍的な進化により、人工知能

が人間の知能を超えるだとか、人間の仕事が人

工知能に奪われるといった話もよく聞くように

なった。 

科学技術の発展は良くも悪くも私たちの生活

に大きな影響を与えており、予測困難な時代が

到来すると言われている。そのような時代にお

いては、０か100かでは判断できないことがさら

に増えていくと予想される。そのためにも、子

どもたちには、多くの情報の中から必要なもの

を選び取る能力や、自他の意見をすり合わせて

より妥当だと思われる考えを作り上げていく力

などが必要になってくる。そのような力は、理

科の学習でこそ育成しやすいのではないだろう

か。中学校で理科を教えていると、「理科で習っ

たことなんて、将来使わない」などと言う生徒

もいる。しかし、その文脈での「理科で習った

こと」というのは「知識」という意味でしかな

い。知識については、この情報化社会において

は検索方法さえ知っていればどうにでもなるこ

とが多い。私たちが理科を通じて教えているこ

とは、知識を暗記することではなく、手にした

知識や技能を駆使して、考え、議論し、より妥

当な結論を導き出していくことなのだと、改め

て感じた。 

 

３ 持続可能な社会に向けて 

 

眞鍋博士の物理学賞受賞は、地球科学分野で

の受賞という点でも話題になった。地球温暖化

は、持続可能な社会を実現するために解決しな

ければならない大きな問題のうちの一つであり、

分野にとらわれずに取り組んでいかなければな

らないというメッセージのようにも受け取れる。

実際、眞鍋博士も、気候変動に対して人類が何

をすべきかということについて、「自分が研究し

てきたことよりも、もっともっと難しい問題だ。

ありとあらゆることにつながっている。」と答え

ている。人が暮らしていく社会の問題である以

上、自然科学だけで解決できるものではない。

社会に生きる私たち一人一人が、多面的な視点

を持って議論していかなければならない問題で

ある。 

だからこそ、学校教育においても、教科横断

的な学びが大切になってくる。それぞれの教科

で身に付けた視点を活かして、新たな問題につ

いて考える機会を作っていかなければならない。

そのためにも、教員同士が活発に意見を交わし、

まずは、身近なことや、やりやすそうなことか

ら実際に行動を起こしていくことが重要ではな

いだろうか。 

私たち教員も、多面的な視点を持ち、互いに

対話をしながら、これらの教育活動に積極的に

取り組んでいきたい。その姿勢こそが、子ども

たちにとっての良い手本になると思っている。 
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小学校第５学年 ｢植物の受粉・結実｣の単元における 
キキョウの教材化の確立に向けて 

 

習志野市立大久保東小学校 教諭  高 橋
たかはし

 優 樹
ゆ う き

 

 

１ はじめに 

 小学校第５学年の「植物の受粉・結実」の単

元において、主要教科書ではアサガオやヘチマ

が用いられている。しかし、これらは期待した

結果が得にくい、必要な花の数を確保すること

が難しいなどの課題がある。そこでこの課題を

解決することを目指して研究に取り組んだ。 

２ 代替植物教材の開発 

本研究では複数の植物を候補として栽培した

が、その中でキキョウに着目した。調査研究の

結果、以下の優れた点が明らかになった。 

①花の形態：開花前になると蕾が風船のように

膨らみ、花弁の融合線に沿って開くと、内部を

観察しやすい。そのため除雄作業を花の内部を 

傷付けないで行うことが

容易である。柱頭は星形

に開き、面積が大きいた

め、小学生にとっても受

粉作業が容易と考えた

（図１）。 

②花粉の量と色：花粉の量が多く黄色いため、

花粉の存在に気付きやすい。また、柱頭が白い

ことから、受粉を目視により簡単に確認できる

（アサガオでは、花粉の量が少なく柱頭と葯や

花粉の色がどれも似ていて判別しにくい）。 

③子房の大きさ：小学生でも切断しやすい大き

さで、胚珠がピーマンの種子のように配列して

いる（中軸胎座）ため、将来種子になることを

理解しやすい。 

④高い結実率：９月から10月にかけての人工授

粉の実験における結実率は84.4％に達した。 

３ 授業実践の概要 

 令和２年８月27日から９月29日にわたり、千

葉県公立小学校５年生４クラス138名を対象に

全９時間でキキョウを主教材として授業実践を

行った。キキョウに関して、児童はその花粉の

存在に容易に気付き、蕾を開いておしべを取り

除く作業や綿棒を用いて受粉する作業を問題無

く行うことができていた。児童が行った人工授

粉の実験の結実率は75.0％で、期待した結果を

得ることができた。 

４ アンケート調査の実施と分析 

授業を行なった実践校（以下実験群、N＝137）

と、市内の他の全小学校15校(協力校)で同様の

アンケート調査を実施した。協力校の1,336名の

児童の回答のうち、アサガオを用いて実際に実

験を行った579名の回答を統制群とした。受粉実

験の難易度について質問したところ、「簡単」「ま

あまあ簡単」と評価した児童の割合が実験群

（64.1％）で統制群（40.4％）より高かった。

また、実験で結果を確かめることができたかを

質問したところ、肯定的な評価の割合で実験群

（92.6％）が統制群（56.2％）を大きく上回っ

た。次に「実や種子ができるためには何が必要

か」「花粉はどのように運ばれるか」「花は何の

ために咲くのか」と受粉と結実に関する記述式

の質問をしたところ、正答率でいずれも実験群

（正答率は順に69.3％、93.4％、77.1％）は統

制群（同 64.7％、79.2％、55.2％）を上回っ

た。これらの結果から、キキョウが「植物の受

粉・結実」の単元の教材植物として有効であり、

今回の実践で、花が子孫を残すための器官であ

るという認識を深めることができたと考える。 

５ まとめ 

 授業実践はまだ少数にとどまるため、今後の

展望としては、授業実践を積み重ねることでキ

キョウの教材としての汎用性や再現性、さらに

は開花・結実の共通性や受粉様式の多様性の学

習を取り入れた単元構成の有効性を実証し、本

単元の充実につなげていきたい。 

   令和２年度 長期研修生報告 

図１ 柱頭が開いたキキョウ 
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理科の考え方を働かせる理科授業の提案 
－フローチャート表現を活用して－ 

 

松戸市立根木内小学校 教諭  中 谷
な か や

 和 弘
かずひろ

 

 

１ 研究主題について 

 論理的思考を要する問題に苦手意識を持つ児

童は多く、順序立てて説明することのできる児

童を育成したいと考えた。過去の実践で、第６

学年理科の「水溶液の性質」の単元において、

水溶液の同定方法をフローチャートで表現する

活動を取り入れたことで、児童が試行錯誤しな

がら考えを可視化し、児童間で考えの共有が容

易になった。これを踏まえ、本研究では、フロ

ーチャートを作成する活動を通じて、児童にプ

ログラミング的思考を構成する要素を身に付け

させると共に、理科の考え方を働かせ、論理的

思考力の底上げを目指す授業を提案することを

目標とした。 

 

２ 研究の実際 

(1) フローチャート表現について 

小林祐紀は「プログラミングの考え方（順序・

繰り返し・条件分岐）を視覚化することで、対

話しやすくなったり、試行錯誤しやすくなった

り、間違い（問題）を発見しやすくなったりし

て、学習者主体の学習を行いやすくなることが

指摘できます。」（小林祐紀「教科学習の中でプ

ログラミング的思考力を育む－“フローチャー

ト”でプログラミング的思考を可視化－」

http://www.sky-school-ict.net/ite/program/

190419/）と述べ、論理的思考を視覚化させる際

はフローチャートが適切であることを指摘して

いる。フローチャートを活用する利点は、図形

を矢印で結ぶ表現により、児童が活動の順序を

想起しやすいことや異なる条件下で実験した際

の結果を比較・検討しやすいことである。 

そこで、児童が理科の考え方である「比較」、

「条件制御」を働かせて、実験方法や結果の検

討を行う場面を想定し、複数の単元で計40案程

度のフローチャート表現の案を検討・作成した。 

(2) 授業展開及び分析 

第５学年「もののとけ方」の単元において、

食塩とミョウバンの溶解度の違いから各水溶液

を判別する方法について、児童がフローチャー

トを作成する授業を行った。 

28名の児童が作成したフローチャートの分析

から、全体の約78％の児童がフローチャートを

適切に表現でき、水溶液を判別できるものは全

体の約90％であった。児童にとって初めて取り

組む活動であっても、一定数の児童がフローチ

ャートを作成できたことから、実験方法や結果

を整理する思考ツールの１つとして活用できる

ことが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 児童の作成したフローチャート 

３ 研究のまとめ 

フローチャート表現を取り入れることで、理

科の考え方を働かせ、論理的に考える学習活動

に結び付けられることが分かった。今後は検証

する学年と単元を拡大することや、それぞれの

学年に適したフローチャート表現の活用方法に

ついて、ICT使用の有無も含めて検討していく。 

   令和２年度 長期研修生報告 
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自己の将来につながる理科教育の在り方 
－キャリア教育の視点を取り入れた、 

４年生「とじこめた空気と水」の指導を通して－ 
 

成田市教育委員会教育指導課 指導主事  伊 橋
い は し

 辰 弥
た つ や

 

 

１ 研究主題について 

 国際調査等の結果を見ると、日本は小学校、

中学校共に上位の成績を維持している。その一

方で、「将来、理科や科学技術に関係する職業に

就きたいと思いますか」等の意識調査の結果は

低い傾向にあり、理科を生かした職業に就きた

いと思う児童生徒は国際的に見ても少ない。 

 本研究ではこの問題を解決する手立てとして

キャリア教育の視点を取り入れ、「とじこめた空

気と水」の単元において授業を開発し、授業実

践を行った。 

２ 研究の実際 

(1) 指導計画の作成 

 キャリア教育で育成すべき力として、分野や

職種に関わらず、社会的・職業的自立に向けて

必要な基盤となる能力を構成した、「基礎的・汎

用的能力」が示されている。これは、「人間関係

形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」

「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」

の４つの能力によって構成される(文部科学省

『小学校キャリア教育の手引<改訂版>』教育出

版2011)。 

そこで、理科の学習における基礎的・汎用的

能力の捉え方を整理し、毎時間の授業で重点と

なる基礎的・汎用的能力を位置づけ、キャリア

教育の視点を取り入れた指導計画を作成した。 

(2) 教材の開発 

①身の回りにある、閉じ込めた空気や水の性質

を生かした製品を選び、授業に用いた。 

②学習したことをもとに児童自らが改善を加え

ることができる教材として、ペットボトル簡

易噴水を開発した。 

③授業の重点となる基礎的・汎用的能力に関連

する具体的な場面を児童に例示できるよう、

自作の漫画を作成した（図１）。 

 

 

 

 

 

 

図１ 自作漫画（課題発見の力） 

④成田市消防本部・大栄消防署の協力のもと、

空気と水の性質を生かした消防・救助器具を

紹介する映像教材を自作した（図２）。 

 

 

 

 

 

 

図２ 消防・救助器具映像教材 

(3) 授業実践および検証 

小学４年生児童108名を対象に検証授業を行

い、授業の前後で情意面にどのような変容が見

られるかを検証した。その結果、特に「理科で

学んだことは、世の中の役に立つ(肯定的回答＋

12.3％)」「将来は、理科で学んだことを生かす

職業につきたい(同＋29.2％)」の２点で、大幅

な意識の向上が見られた。キャリア教育の視点

を取り入れることで、児童が学習したことを身

の回りの科学技術や職業と結びつけて考えるよ

うになり、理科の有用性や職業観が高まること

が示された。 

※本研究で作成した自作教材は、WEB からのダ

ウンロードが可能。詳しくは、千葉県総合教

育センター 教育コンテンツ・データベース

「Wakaba」に掲載の研究報告書を参照。 

   令和２年度 長期研修生報告 
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生命を尊重する態度を育成する理科教育 
－「一人一飼育活動」を通して－ 

 

一宮町立一宮小学校 教諭  重 村
しげむら

 英 伸
ひでのぶ

 

 

１ 研究主題について 

 児童の生命を尊重する態度を育成するために

は、飼育活動などの体験的な活動が不可欠であ

る。しかしながら、鳥インフルエンザの流行や、

教員の負担軽減などを理由に、ウサギやニワト

リなどの飼育を行う学校は年々少なくなってき

ている。また、生活スタイルの変化などから、

家庭においても動物の飼育をしたことがないと

いう子どもが増えている。以前行った調査にお

いても、８割以上の児童が「家庭での飼育経験

はない」と答えていた。このような時代だから

こそ、自分で動物を飼育し、生命と関わる機会

を学習の中で確保することは大変意義のあるこ

とではないかと考え、本主題を設定した。 

２ 研究の実際 

(1) 一人一飼育活動の実践 

 飼育する動物は、個体数の確保や日々の世話

が容易であるという理由から、３年生ではモン

シロチョウ、４年生ではカブトムシ、５年生で

はメダカとし、一人一匹ずつ飼育する一人一飼

育活動を行った。 

小椋（2008）は、「児童に対して生命や生物の

一つひとつの事物・現象に感動の体験を味わわ

せることが教師の責務である」としており、感

動体験の重要性を述べている。そこで、ただ飼

育をするのではなく、羽化などの普段見ること

ができない様子を観察したり、実際に触れて感

触を確かめたりするなどの場面を理科の学習時

間の中で意図的に設定した。 

(2) 小学生向け生命観測定尺度の作成 

 山谷、鈴木ら（2008）によると、生命観は生

命とは何かについての根本にある見方、考え方

であり、生命を尊重する態度は、個々の生命観

に基づいたものであるとされている。そこで、

一人一飼育活動によって、児童の生命観がどの

ように変化するのかを分析することとした。分

析には、山谷、鈴木ら(2008)が開発した、生命

観を数値として捉えることができる「生命観測

定尺度」を使用することとした。しかし、本来

の調査項目が多いこと、小学校中学年には未習

の語句があることなどから、そのままでは実施

が難しいのではないかと考えた。そこで、調査

項目数を減らしたり、内容自体を損ねないよう

語句や言い回しを変えたりしながら、「小学生向

け生命観測定尺度」を作成した。 

(3) 生命観の分析 

 「小学生向け生命観測定尺度」を使用し、一

人一飼育活動後の児童と、活動を行っていない

他校の児童を対象に生命観の調査を行った。そ

の結果、主に知識としての側面をもつ「生物概

念」の数値には大きな差はなかったが、情意的

側面をもつ「生命概念」に大きな差が見られた。 

表 実験群と統制群の各概念の平均値 

 

 

 

 

 

 

３ 研究のまとめ 

 一人一飼育活動を通した生命と関わる体験は

生命を尊重する態度の根底にある生命観の育成

に有効である可能性が示唆された。 

参考文献 

・山谷洋樹・鈴木誠「生命観測定尺度の開発に

関する基礎的研究」「理科教育学研究」Vol49

日本理科教育学会 

・小椋郁夫『「生命観」を意識させる生物学習指

導事例集の作成』「2008理科の教育11月号」日

本理科教育学会 

   令和２年度 長期研修生報告 

主要概念 下位概念 活動を行った児童 活動を行っていない児童

機械論 2.48 2.35
推測 3.55 3.42
客観的知識 3.24 3.27
アニミズム 2.04 2.15
擬人化 3.48 3.20
生気論 3.00 2.64
価値 3.64 3.30
命 3.54 3.15

生命概念

生物概念
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主体的・対話的で深い学びを実践するための教材開発 
－｢動物の体のつくりと働き｣における心臓モデルの開発－ 

 

茂原市立本納中学校 教諭  齊 藤
さいとう

 亮 平
りょうへい

 

 

１ 研究主題について 

基礎的な観察実験の一つとして生物体の解剖

実験は古くから行われており、「生命観の育成」

の重要性の指摘などから、理科教育における解

剖実験の意義についての研究が行われてきた。

一方で「多くの児童生徒が解剖実験の強制によ

る精神的な苦痛を強いられている」などの反対

意見や動物愛護管理法の改正により、魚類を除

く生物の解剖実験は実施がしづらくなっている

ことも事実である。本研究は、このような社会

的な背景から解剖実験に代わる教材として生徒

同士が実体験を通して学習を進められる心臓モ

デルを開発することで、この分野における主体

的・対話的で深い学びを実践できると考え本主

題を設定した。 

２ 研究の実際 

(1) 二心房二心室血液循環型モデルの活用 

心臓のポンプとして

の働きと血液の循環経

路の理解を手助けする

教材として、二心房二

心室血液循環型モデル

を開発した。このモデ

ルでは、ピペットのシ

リコン球を心臓の心房

や心室に見立て、心臓

のポンプとしての働き

と血液の循環を再現し 

た。授業では、生徒同士がシリコン球を実際に

押しながらポンプとしての働きを実感し、弁の

働きで血流の方向が一定になっていることなど

を対話しながら見出すことができていた。 

(2) 二心房二心室ガス交換観察モデルの活用 

二心房二心室血液循環型モデルの派生型とし

て、血液に見立てた試薬の色の変化を通して肺

におけるガス交換と動 

脈血、静脈血の関係性

を観察できるモデルを

開発した。授業では、

班員同士が協力して実

験に取り組む姿が見ら

れた。また、対話の中

で、血液の色の変化の

理由を血中の酸素と二

酸化炭素のガス交換が

肺で行われていること 

と関連させて考察することができていた。 

(3) 二心房一心室血液循環型モデルの活用 

二心房二心室の心臓

のメリットはガス交換

の過程で動脈血と静脈

血が混ざらずに血液循

環できることである。

これは他の動物の心臓

のつくりと比較して初

めて実感できる。そこ

で、両生類の心臓を再

現した二心房一心室血

液循環型モデルを開発 

した。授業では、生徒はモデルの操作を通して、

血液を循環させると動脈血と静脈血が心室で混

ざってしまい、二心房二心室とは構造上の違い

があることを見出すことができた。 

３ 研究のまとめ 

これまで体験的な学習が難しかった「動物の体

のつくりと働き」の単元において、心臓モデルを

開発することで生徒の課題探究的な学習を可能

にした。その結果、この分野の学習における「主

体的・対話的で深い学び」のそれぞれにおいて効

果的な学習を可能にすることが明らかとなった。 

   令和２年度 長期研修生報告 

図１ 二心房二心室血液循環型モデル 

図２ 二心房二心室ガス交換観察モデル 

図３ 二心房一心室血液循環型モデル 
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生物育成の技術における学習指導の方法 
－「生産方式」を取り入れた栽培の学習を通して－ 

 

南房総市立富浦中学校 教諭  山 田
や ま だ

 裕 也
ゆ う や

 

 

１ 研究主題について 

平成29年告示学習指導要領の技術分野の目標

を踏まえて、「社会を意識した製品」を生産する

授業を生物育成の技術の領域で展開したいと考

えた。題材は筆者の勤務する地域の特産品であ

る「房州ビワ」とした。ただつくるだけではな

く、生徒が商品として価値のあるビワを生産し、

販売することを目指す。ビワの育成から収穫・

販売を経て、その結果を次の生産につなげる手

立てを考えることで、生活や社会と生物育成の

技術を関連付けて学習できると考えた。 

２ 研究の実際 

(1) 授業の実際 

現実の製品の社会的な生産プロセスに基づい

て授業を構成する「生産方式」による学習によ

り、社会とつながる学びを育成する授業の開発

を目的とする。農家の生産プロセスに基づき、

「①調査②計画③管理④収穫・販売⑤次につな

げる」という内容で授業を構成した。「生産方式」

を取り入れた学習では、社会からの要求、生産

の仕組み、品質、収穫量、効率、環境への負荷、

経済性等に着目しながら授業を展開した。体験

から得られた知見を基に、栽培時に発生する問

題を見出し、それを生徒たちの手で解決する活

動を繰り返した。そして、より品質の良い作物

の栽培を目指して活動した。 

(2) 授業の結果 

販売後、授業で学んだことをワークシートに

書かせた。生徒全員の記述内容を「品質管理」

「生産性・経済性」「安全性・環境」「作業内容

の改善」の４つに分類した。クラス全体として

「生産性・経済性」と「作業内容の改善」につ

いて記述する生徒が多いという傾向があった。 

授業を実施する前後で40人の生徒に対して

「生物育成の技術の学習は生活や社会との関わ

りがあるか」をアンケートにより調査したとこ

ろ、事前では肯定的な意見が17人であったのに

対して、事後では、33人と増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 授業で栽培した房州ビワ 

(3) 授業の考察 

ワークシートを基に半構造化インタビューを

行い、上記の結果に至る生徒の思考を検討した。

ただ何かをつくる活動だけではなく、生産した

「房州ビワ」を収穫・販売したことで、これま

での活動を見直したり、改良したりする気持ち

や地域の現状にも目が向いた。また、生徒は、

生産者の立場と消費者の立場の両面から、管理

方法や販売方法、価格の設定を見直そうと考え

るようになった。授業後のアンケート結果から、

「生産方式」を取り入れた授業で、多くの生徒

が生活や社会と生物育成の技術の学習が結びつ

いているという実感をもてることがわかった。 

３ 研究のまとめ 

「生産方式」を取り入れ、社会的な生産を追

体験させたことで、生徒は生産の過程で生じる

問題について考え、解決する方法を見出すこと

ができた。「生産方式」は生活や社会と生物育成

の技術との関わりを学べる学習方法であるとい

えよう。 

   令和２年度 長期研修生報告 
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科学技術教育に関する研修事業について 

千葉県総合教育センター 主席研究指導主事  鈴 木
す ず き

 康 治
やすはる

 
 

１ はじめに 

科学技術教育班では例年、理科、理数、家庭、

技術・家庭、産業教育等の悉皆、推薦、希望研

修を企画、運営している。 

昨年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防

止のため、約半数の研修を中止し、約半数を資

料代替としたが、実習を重視する研修を資料代

替とすることには疑問を感じた。これを受け今

年度は、可能な限りの感染対策を実施し、推薦、

希望研修全26研修のうち、20研修を対面で行っ

た。一方で、大学等を会場とする６つの研修に

ついては大学側の入校制限により中止せざるを

得なかった。また悉皆研修である小学校初任研

理科観察実験研修についても、昨年よりも厳し

い条件の中予定どおり実施することができた。

幸い全ての研修について、感染拡大の報告は受

けていない。 

２ 新規研修について 

 今年度、新たに始めたふたつの研修について

その様子を簡単に紹介する。 

「科学館で学ぶ実験実習研修」は、千葉市科

学館との連携事業として始めた。科学館の学校

利用について、その意義やポイントを実際に体

験しながら学ぶ内容である。科学館にある様々

な体験施設の内容や意味などを改めて学ぶ機会

であり、幅広い経験層の教員にとって、科学を

学ぶ意義や楽しさを子供たちに体感させること

の重要性を、自らが実体験として学ぶ機会とな

った。また、子供たちの知的好奇心を刺激する

教材についての実習もあり、学校現場への還元

がダイレクトに期待できる研修となった。 

「宇宙研究に学ぶ実践研修」は、千葉工業大

学との連携である。小惑星探査機「はやぶさ２」

のミッションに直接携わった先生方の講義と、

それらに関連した実験を行うことで、最新の宇

宙研究の実際に触れることができた。一例とし

て、小惑星「リュウグウ」のサンプルを採集す

る際、クレーター生成のスケール則に関する最

新研究が利用されている。研修では、研究成果

の講義の後、教室でできる材料と方法で、クレ

ーター生成実験を行った（写真）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

手軽な方法で最新研究の実験データが得られ

ることに、参加者も驚きの声をあげていた。そ

の他ロケットの飛行実験等も行う等、専門性の

高い内容を大変親しみやすく学ぶことができた。 

どちらの研修も職員や教授の皆さまには大変

お世話になり頭の下がる思いである。 

３ 次年度に向けて 

小学校で教科担任制が始まるが、今のところ

人的補充は不十分である。このことから現場で

は、必ずしも理科を専門としない教員が「理科

専科」となる場合が想定される。こうした教員

等を対象に、理科の基本的な見方や考え方、探

究的な授業の作り方等について学ぶ研修を新規

に行う予定である。また、既存の研修について

は、内容や名称、対象者等を精査し、よりピン

ポイントで各教員の教育課題に応えられるよう

にし、参加した教員の実態と研修内容に齟齬が

生じないようにする。 

４ おわりに 

今年度、厳しい条件の中ではあったが、対面

での研修を実施して本当に良かったと思ってい

る。やはり、対面でしか生まれない臨場感や躍

動感は、研修の質に大きく影響する。ICT の活

用は結構だが ICT はあくまでもツールのひと

つである。ICT 活用にばかり目がいかない様、

しっかりと地に足のついた研修をこれからも大

切にしていきたい。 
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調査研究事業 
「小・中学校理科における科学的に探究する学習の進め方に関する研究」 

（２年目／３年研究） 

千葉県総合教育センター 研究指導主事  矢 部
や べ

 雅 彦
まさひこ

 
 

１ 研究の目的 

 「小・中学校理科において、科学的に探究す

る学習の授業デザインを開発し、その有効性を

明らかにする」とし、授業実践に基づいた研究

を行う。本研究の成果を「小・中学校理科にお

ける科学的に探究する学習授業デザイン集」（以

下「授業デザイン集」）および指導資料として提

供することにより千葉県の小・中学校教員の指

導力向上に寄与するとともに、児童生徒に必要

な資質・能力の育成を目指す。 

２ 現 状 

(1) 研究の背景 

理科教員が不安視する授業内容として「探究

的な学習」があげられる（2010年の全国の中学

校（国公私立）の理科教員を対象にした調査

（Benesse 教育総合研究所）や、2018年の同調

査による）。さらに、千葉県においては、平成30

年度全国学力・学習状況調査の中学校の理科に

おいて、科学的に探究する場面について回答す

る問題の正答率が全国平均と比べ、5.8ポイント

も低い値であることが示された。 

これらから、学習指導要領が目指す科学的に

探究する学習の充実に向けて、実践上の課題を

明らかにし、有効な手立てをとることが不可欠

であると考えた。 

(2) 昨年度の研究 

基礎研究と指導資料のサンプル作成と位置づ

け、年間２回の研究協力員会議を開催し、科学

的に探究する学習について、その学習の進め方

について検討した。 

 また、科学的に探究する学習の指導資料とし

て「科学的に探究する学習の進め方ポスター」、

「理科の見方ポスター」、「理科の見方トレーニ

ング動画」等のサンプル作成に着手した。 

(3) 本年度の研究 

 基礎研究として、小中学校の初任者、中堅層

の教員の実態調査を行った。さらに、実践研究

として、サンプル資料を完成させると共に、授

業実践を行った。 

３ 課 題 

(1) 実態調査を指導資料作成にどのように生か

すか。 

(2) 指導資料を効果的なものにするために、補

足資料にアクセスする方策を探る。ユニバー

サルデザインの視点も加味する。 

(3) 授業デザインは、既存の実践例との違いを

明確にする必要がある。 

(4) 当初計画よりも研究が遅滞している。 

４ 対 策 

(1) 実態調査の自由記述からも、現場の先生方

の課題や要望を拾い上げていきたい。 

(2) ポスターへの表記を精選し、ＱＲコード等

を使って、補足資料にアクセスできる方法を

検討する。教師向け資料を作成する。 

(3) 授業デザインのレイアウトについて再検討

する。 

(4) 授業取材スケジュール等を再調整する。 

５ スケジュール 

 ＜令和３年度＞ 

  11月 第２回協力員会議 

   12月 授業取材 

   1月 指導資料サンプル版の完成 

 ＜令和４年度＞ 

   5月 サンプルポスターの配布と試行 

  11月 授業デザインの作成 

  12月 指導資料完成 

   3月 資料の公開 

６ まとめ 

 コロナ禍における様々な活動制限の影響で、

研究が遅滞しているが、スケジュールを再調整

して研究を進めたい。 

 小中学校の理科室に掲示し、児童生徒・先生

方にとって、わかりやすく役立つポスター等の

資料作りを目指したい。 
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令和３年度 児童生徒の理科離れ対策事業 

千葉県総合教育センター 研究指導主事  中 村
なかむら

 典 雅
のりまさ

 
 

１ はじめに 

 平成30年度全国学力・学習状況調査では、小

学生については、「理科の学習は好き」など、理

科への関心等についての多くの質問事項で、肯

定的回答の割合が全国と比べて高い結果となっ

た。一方、問題別集計結果では、ほぼ全ての問

題で全国平均を上回ったものの、無回答の割合

が高いという課題も明らかになった。 

 令和３年度に行った小学校初任教員対象の調

査によると、85％を超える初任者が理科への興

味をもっているが、理科の指導に対しては90％

前後が不安を感じている。また、高校３年次の

類型を調べると理系は20％であり、高等学校在

学時の理科の履修単位数も少なく、理科指導へ

の不安要因となっている（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 小学校初任者への事前調査結果 

これらの状況から、児童生徒の理科離れを解

消するための方策の一つとして、小学校教員の

理科指導への不安や苦手意識を解決・改善させ

ることを目指し、本事業を実施している。本事

業の目的は、以下の二つである。 

① 小学校教員の理科の指導への不安や苦手意

識を解消するため、小学校初任者の理科に関

する知識・技術の向上を図る。 

② 県内各地域の小・中・高等学校の連携及び

協力体制を構築し、サテライト研究員を中核

とした各地域の理科教育の活性化を図る。 

２ 実施内容 

(1) サテライト研究員制度 

 各地域で理科の指導力に優れた小・中・高等

学校の教員をサテライト研究員として委嘱する。

理科教育のリーダーを継続的に養成するととも

に、同じ地域のサテライト研究員が校種間連携

の下で理科教育の在り方や教員研修の内容等に

ついて研究を行う。 

 令和３年度は、小・中・高等学校教員ぞれぞ

れ19名、計57名をサテライト研究員に委嘱した。

令和３年度の実施状況を、表１に示す。 

表１ 令和３年度実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度同様、今年度も新型コロナウイルス感

染症拡大の状況により、第１回会議を中止とし

た。そのため、初任者研修「理科観察・実験実

習研修」の内容検討や準備は、第２回及び第３

回の会議で行った。 

(2) 小学校初任者研修における「理科観察・実

験実習研修」 

 小学校初任者研修の校外研修の一つとして、

理科の知識や技術を高めることを目的に、「理科

観察・実験実習研修」を実施した。対象は令和

３年度小学校初任者研修対象者541名（千葉市、
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船橋市、柏市を除く）とし、表２のとおり、県内

19の高等学校を会場として実施した。例年１日

の研修であるが、感染防止のため、昨年度から

研修生を２グループに分け、午前と午後でグル

ープを入れ替えて、半日研修として行っている。 

表２ 教育事務所別実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修内容は、①安全指導及び理科室の管理、

②観察・実験操作の基本、③児童の興味関心を

高める指導の工夫である。サテライト研究員は、

各学校種教員としての特徴を生かしながら、連

携・協力して指導にあたった。研修生はどの会

場でも、意欲的に取り組んでいた（写真１）。 

 

 

 

 

 

写真１ 初任者研修の様子 

初任者への事後調査では、「わかりやすく、参

加してよかった」「児童の学習意欲を喚起し、 

科学的思考力を高めるために役立つ内容であっ

た」の質問に対し、99％以上が肯定的な評価を

した（図２）。「事前準備の大切さや、自分の目

で見て学ぶ面白さを体感できた」「自ら体験した

ことで、児童の気持ちを想像しながら臨むこと

ができた」「理科本来の楽しさを忘れていたこと

に気付いた」「児童に興味関心をもたせるには、

まず自分がもつことが大切だとわかった」など

の意見から、今後の授業実践に向けての意欲が

向上したことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 小学校初任者への事後調査結果 

サテライト研究員への事後調査では、回答者

全員が「全体的に見て、研修のねらいは達成さ

れた」と回答した（図３）。例年、１日の研修で

も時間が足りないとの声が聞かれるところであ

り、今年度も「指導時間が短く一方通行の指導

になってしまった」「初任者ともう少し対話の中

で研修を進めたい」という感想が多かった。ま

た、「初任者は非常に意欲的に取り組んでいる」

「小中高の立場から理科指導について伝えられ、

とても有意義だ」「２年目３年目の教員にも実施

してはどうか」という感想もあげられた。 

 

 

 

図３ サテライト研究員への事後調査結果 

３ おわりに 

 児童生徒に理科の楽しさを感じさせる授業を

行うには、まずは教員自身が理科への興味関心

をもち、理科指導に関する知識・技術をしっか

りと身に付けることが重要である。そのために

も今後、小学校初任者の実体を踏まえ、理科指

導力のさらなる改善・向上を図っていく。 

また、初期層の小学校教員を対象とした希望

研修により、継続的な支援を行うことも必要で

ある。各地域の小・中・高等学校のネットワーク

を構築するとともに、ミドルリーダーの育成を

継続的に行い、サテライト研究員を中核とした、

地域の理科教育の拠点づくりを目指していく。 

児童の学習意欲を喚起し、科学的思考力を高めるために役立つ内容であった 
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千葉県児童生徒・教職員科学作品展 

千葉県総合教育センター 研究指導主事  榑 林
くればやし

  剛 
つよし

 
 

児童生徒が取り組んだ理科の自由研究・課題

研究の中から、優れた科学工夫作品や科学論文、

教職員が工夫して製作した自作教具を集め、「令

和３年度千葉県児童生徒・教職員科学作品展」

を開催した。現在、本作品展は、科学論文の部

は65回、科学工夫作品の部は70回、自作教具の

部は67回と長い歴史がある。 

 

１ わくわく自由研究 

千葉県児童生徒・教職員科学作品展事業の一

環として、理科の自由研究の楽しさを伝えるた

め「わくわく自由研究」を平成17年度から実施

している。詳細は、次ページに記載している。 

 

２ 千葉県児童生徒・教職員科学作品展 

(1) 出品受付・搬入 

９月29日(水)当センター科学技術棟で作品受

付が行われ、各地区等から選ばれた、科学工夫

作品302点、科学論文341点、自作教具２点が搬

入された。 

(2) 審査会 

一次審査は10月４日(月)千葉県教育研究会理

科教育部会から推薦された審査員79名で行った。 

予備審査は10月５日(火)、６日(水)のべ19名

の審査員で中高科学論文の審査を行った。 

最終審査は10月７日(木)大学や企業、各種関

係団体、小・中・高等学校理科教育関係者等最

終審査員78名で審査を行い、科学工夫作品、科

学論文、自作教具の各賞を決定した。 

(3) 展示・一般公開 

10月16日(土)、17日(日)の２日間、当センタ

ー大ホールで開催した。今年度は、新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止の観点から、各部門の

特別賞及び優秀賞のみの展示となった。それに

も関わらず902名の方が来場され、熱心に作品を

見学していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一 般 公 開 

(4) 表彰式 

 11月12日(金)当センターで千葉県知事賞をは

じめとする特別賞及び科学技術賞37点について

表彰を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 彰 式 

(5) 優秀作品選集 

 千葉県児童生徒・教職員科学作品展事業の一

環として、今年度の特別賞、優秀賞を受賞した

科学工夫作品及び科学論文71点の概要をまとめ、

優秀作品選集として３月に各学校へ配付した。 

 

３ 全国展への出品 

  科学論文については、全国児童才能開発コン

テスト科学部門（小学校）へ３点、日本学生科

学賞研究部門（中・高等学校）へ12点、科学工

夫作品については、全日本学生児童発明くふう

展へ29点が出品され、内閣総理大臣賞をはじめ

とする素晴らしい賞を受賞した。これらの科学

作品展に関する案内や受賞者一覧は、千葉県総

合教育センターWeb サイトで閲覧できる。 
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４ 千葉県知事賞受賞作品紹介 

  特別賞のうち千葉県知事賞を受賞した５つの

作品、論文とその審査評を紹介する。 

(1) 科学工夫作品の部 

○木更津市立富来田小学校 第６学年 

 小倉 理愛奈 

「みんなに優しい消毒マシーン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 超音波センサーを使用し、起動や測距を行い

使う人の手の高さに合わせてスプレーが移動し、

自動で噴射する仕組みとなっている。 

 

○富津市立大佐和中学校 第２学年 

松田 隼「簡易イコライザー」 

 

 

 

 

 

 

 環境にやさしい竹を活用してスマホ用のイコ

ライザーを製作した。竹の組合せを変えること

で音質が変わるように工夫している。 

 

(2) 科学論文の部 

○千葉市立緑町小学校 第６学年 小橋 里菜 

「『のぎ』の秘密を探れ！～米についた針、何

のため？～」 

 

 

 

 

 

 稲刈りの時、もみについているこれは何？と

いうのがきっかけで調べている。実験方法やデ

ータ量が多く、まとめまでの流れが良い。 

 

○成田市立玉造中学校 第３学年 吽野 汐梨 

「泥と長靴の関係～泥にはまった長靴を引き

抜きやすくするには～」 

 

 

 

 

 

 

 実験装置を工夫し様々な実験条件で比較検討

している。信頼性の高い豊富なデータに基づい

て、丁寧によく考察できている。 

 

○渋谷教育学園幕張高等学校 第２学年 

多田 大輝 

「チゴガニの waving display における４つのパ

ターンとその役割 －個体間相互作用と求

愛パターンからの検証－」 

 

 

 

 

 

 

チゴガニの繁殖期におけるwaving活動を４つ

に分類し、観察と実験により各パターンの意味

を明らかにした意義の深い研究。 

 

今年度、新型コロナウイルスが猛威を振るう

中で、熱心に研究に取り組み、優れた作品が随

所に見られた。今後も千葉県児童生徒・教職員

科学作品展を通して、科学技術の発展に貢献し

ていく。 

最後に、例年と違うことも多い中、御尽力い

ただいた各学校の先生方、御多用の中、審査い

ただいた審査員の方々、さらにご協力いただい

た教育関係団体の皆様に深く感謝申し上げる。 
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わくわく自由研究 

千葉県総合教育センター 研究指導主事  渡 部
わたなべ

 智 也
と も や

 
 

 千葉県総合教育センターでは、自由研究に取

り組む熱心な子供たちのために、「わくわく自由

研究」を平成17年度から実施している。科学を

探究する楽しさを実感し、科学工夫作品や科学

論文に対する興味・関心を高めることを目的に、

県内小学生を対象に３つの講座を開催している。 

どの講座も多くの応募があったが、今年度は

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、秀明

大学で行われる「自由研究パワーアップ教室」

が残念ながら中止となった。一方、「自由研究相

談会」は当センターで、「ものづくりパワーアッ

プ教室」はさわやかちば県民プラザで、感染症

対策を徹底しながら実施することができた。 

 

１ 自由研究相談会 

期 日：令和３年６月26日（土） 

参加者：小学１～６年生の親子 16組 

子供たちが関心をもっていることを自由研究

に結びつける方法や、自由研究を進める上での

テーマの設定の仕方、計画の立て方、実験方法

など、さまざまな相談に当センター科学技術教

育班の指導主事が応じた。自由研究を仕上げる

にあたって、子供たちに様々な角度からアドバ

イスをした。 

 

 

 

 

 

相談会の様子 

２ ものづくりパワーアップ教室 

 さわやか千葉県民プラザと連携し、当センタ

ー科学技術教育班の指導主事が講師となり実施

している。今年度は低学年向けと高学年向けの

２つの講座を実施した。 

①「紙工作に挑戦！」 

期 日：令和３年７月25日（日） 

参加者：小学１～３年生の親子 14組 

回転の力を利用した紙製飛行リングや、風の

力を利用して飛ぶ種の模型作りを行った。基本

の形を作った後に、より遠くに、より長く飛ぶ

にはどうしたらよいかを考え、何度も改良を重

ね長い距離、長時間飛ばせる模型を作ることが

できた。ものづくりを通して、科学のおもしろ

さや不思議を体験した。 

 

 

 

 

 

紙飛行リング作り        種の模型作り 

②「おもしろ科学工作（物理編）に挑戦！」 

期 日：令和３年７月25日（日） 

参加者：小学４～６年生の親子 14組 

身近なものを使って、「テンセグリティ構造」

という、硬い材料同士が互いに接続されておら

ず、引っ張る材料（張力材）とのバランスで、

宙に浮いて見える構造物を作った。一見は単純

な構造だが、自分で作ることで、不思議さをよ

り感じた。 

                      

 

 

 

 

テンセグリティ構造の構造物作成 

 どの講座でも、子供たちが生き生きと思考し

ながら自分の考えを伝えたり、工夫して作成し

たりする姿が見られ、充実した講座となった。 
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〔担 当〕 
    編集委員長 
     千葉県総合教育センターカリキュラム開発部     部  長 丸山 誠一 
    編集委員 
     千葉県総合教育センターカリキュラム開発部  科学技術教育担当 
         主席研究指導主事 鈴木 康治     研究指導主事 矢部 雅彦 
           研究指導主事 長谷川礼子     研究指導主事 中村 典雅 
           研究指導主事 渡部 智也         研究指導主事 榑林  剛 
 

編集後記 
新学習指導要領では、全体の内容に係る前文及び総則において「持続可能な社会の創り手」の育

成が掲げられています。理科、技術・家庭科の目標や解説の中でも、持続可能な社会の構築に向け

た、資質・能力の育成が求められており、これからの時代を生きる子供たちを指導するに当たって、

このことは重要な視点です。行政や学校、企業等がそれぞれの立場で「持続可能な社会の創り手」

の育成に向けてどのような取組をしているのか、また今後していくのか、先生方の日常の教育活動

の参考となればと考え、本号の特集テーマとしました。また、科学に関する「トピックス」や、優

れた理科授業を実践している先生方による「授業のヒント」、今年度新しく教育事務所に赴任された

理科担当指導主事の先生方による「科学について思うこと」、令和２年度長期研修生の報告、科学技

術教育担当が行っている事業について紹介・報告する「センターだより」を掲載しました。皆様の

授業づくり、学校づくりにお役立ていただけましたら幸いです。 
今年度も新型コロナウイルスに揺れた１年間でした。従来株よりも感染力が強まるなど性質が変

化した変異株が次々と出現し、まだまだ予断を許さない状況が続いています。それでも、このウイ

ルスの特性や感染のメカニズムなどの解明、ワクチンや治療薬の研究・開発は確実に進み、感染抑

制に効果を発揮し始めています。早く、「当たり前のことを当たり前にできる」世の中に戻りたい、

と切に思います。 
それぞれの現場で、立場で、大変御苦労も多い中、快く原稿執筆をしてくださった方々をはじめ、

本号の刊行に向けて御協力いただいた皆様に、深く感謝申し上げます。 
千葉県総合教育センター 長谷川 礼子 
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ＤＮＡについてやさしく学ぶ生物先端技術研修(7/27) 

ＰＣＲ法を用いて自身の遺伝子を調べるな

ど、基礎的な実験を行いました。 
 

楽しい技術と家庭科のコラボレーション研修(8/24) 

技術科はアート・モザイクタイル、家庭科は和

裁技術を用いてマスクケースを作りました。 
 

科学作品展 展示・一般公開(10/16.17) 

特別賞及び優秀賞作品、70点を展示し、  

２日間で902名の来場をいただきました。 
 

 

 

 

 

 

 

環境教育指導者養成研修(8/18) 

森林環境教育プログラムのアクティビティ

を体験しました。 
 

海の生物観察実験研修(8/24) 

海の博物館前の海で磯の生物を採取し、観

察や同定を行いました。 
 

科学作品展 表彰式(11/12) 

当センター大ホールにおいて、特別賞及び

科学技術賞の表彰を行いました。 

 

＜写真提供＞千葉県総合教育センター 科学技術教育担当 
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